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野村証券の[女性に対する賃金・昇格差別是正裁判]結審へ

『
コ

ー
ス
別
人
事
制
度
』
問
う

政
府
通
達
や
世
界
の
常
識
を
無
視

９
月
回
日
、
野
付
証
芥
の
「
女
性
に
対
す
る
賃
金
・
皆
恪
八
別
母
上

戴
剔
出
輻
番
を
迎
え
心

地
位
の
唯
略

万
能

回

金
奉
喚
汞
し
、
野
村
証
芥
労
働
紕「
」の
女
性
旧
人
加
原
大‥
（
9
9年
乙
ＩＪ
名
言
加
捉
訴
）
と
な
气

闘
卵
1
2囗
ペ

㈲

以
地
貯
辻

刊
所
乙

捉
訴
。
男
性
と
囗
じ
仟
聯
な
ら
バ
に
か
ら
、
待
遇
仏
囗
じ
乙
し
匸
と
卜
う
、
肖
た
り
前
の
。牧
求
と
か

、
宋
示
地
戴
叩

乙

口

］
わ
た
る
和
解
勵
尚
も
、
会
社
側
は
聞
き
人
九
卞
、
出
入
辻

は
し
て
き
た
。
働
合
壮
士

ワ
㈹
７
年
半
も
の
戴
川
は
二

見

」

乙
と
っ
て
あ
ま
０
し
か
良
く
、
負
用
加
人
者
す
ぎ
る
が
、
囗
一
労
働
・
罔

」
賃
金
の
卜
固
の
瀧
牡
匸
反
し

、
大
別
を
出
定
化

し
た
「
７
１
ス
別
人
半
割
ぽ
」
を
問
う
初
め
て
の
剔
决
で
も
あ
气

働
く
令
女
几
の
即
応
と
し

卜
‥乙眛
は
‥へ
さ
卜
。

原

大
願
の

敲

終
陳

述
と

な
っ
た
二

万

囗

√

１
３
０

人

を
超

す
傍

聴
占
加

抑
し

か
け

、
法

廷
口

人
れ

ず

、
价

八
宗
か
ら

㈹
下

士
で

あ
ふ

れ
た

。
よ

辻
匸

口

人
阪

立
川

の
棚

尾
節

子
さ

ん
と

、
ス
‥‥
」
片
駅

前
支

店
の

竹
巾

酉
代
て

さ

ん
白

外

‥
２

名

が
、
仕
万

口

は
呪

女
の

亘
卜

が
な

卜

匸

と

、
子

加
口

も

か

か

わ

ら

ず

会

什

の

、
女
性
に

対

す
る

俯
し

卜
賃
（
づ

社

格
差

別
の

現
状

を
る

る
万

へ

弁
大
川

は

、
Ｉ

Ｌ
Ｏ

条

約
や

労
働

匂

狆

迂
、
吐

界
の

流
れ

等
か

ら
野
付

証

券
の

違
法

性

を
つ

卜
だ

。

終

了
後

、
場

所
を

弁
護
士

会

館
七

侈

し

、
原
气

伴
巡

刈

応

援
回

が
参
加

匸

匸
報
六

会

が
㈲
か

牡
久

今
野

久
イ

介
巡
匚

が
、
戴
判

の

笋
点
と

こ

れ
ま
で

の

流
利

か
岨

開

。

女

性
だ

柏
原
言

の

廱

几
は

、
［
町
村

証

芥
で

は

、
叫

性
社

］

げ

人
社

旧
ず
囗

ス
り
竿
言

づ

て

課
に（

代
川
匸

目
動
万

桁
し

、
そ
の

後

、
課

員

次
八

、
部
長

な

ど
皆
作
の

道
か

闘
か

れ
て

卜
る

か

、

女
礼

は

、
課
長
代

川
へ

の
∩

引

ド
恪
そ

の
も
の

か

ら
排

除
さ

れ
て

卜
る

。
せ
め

て

誅
八
代

理
圭
で

は

、
輿
（

ザ

ド
恪

を

固
女
平

等
口

、
圭

久

差
剔

し
て

さ
だ

差

額
金
凩

捉
訴

３

年
前
ま
で

さ
か
の

男
女
賃
金
格
差
日
本
一

女
性
1
2人
が
原
告
に
な
り
組
合
提
訴

匸

れ
で

は

野
打

証
券
で

は

な
く

、

ブ
ル

マ
ー証

券
だ

。
人

問
ら
し

い

働
合

方

を

求
め
よ

う
」

と

、
ノ

ル
マ

友
対

、
・
過

密

労
働
改

節

、
結
婚

退
職

比
対

、
退
職

金

・
行
金

差
別

・
男

女
差

別
足
正

な

ど

を

掲
げ
て

、
野

付
証

券
労

働
紕

合
が

艢

野村 証券 に於ける入社別・男女別年収 の推移と格差 グラフ

(1960 年入社・原告大久保正子と同期入社男性社員との比較)

野村労組作成
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会
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労
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『
』
図
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ち
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読
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会
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息
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か

か

っ
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第
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（
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を
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た
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匸
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け
1
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３

人
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解

ぼ
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』
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払

よ
匸
言
し

卜
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』
卜
う

仏

四

。
ら
な

み
回

、

瞋
匸

仁
心
七

川
閇

人

社

已
旧

年

囗

七

諛

八

代

川
ロ

イ

桁
し

气

総
ぺ
万

万

大
汗

七
四
に
祐

桁
大

は

年
約

昌
０
０

り
円

か

七
月
０

０
万

円

。

二

九
七

対
し
「
二
紆
の

匸

白

ば
、
も
と

ち
と

、
採

川
時

め
契

約
が

叫
に父
で

汽
良

二

」
レ

ヴ心
。二

万
汗
は

拮
幹

㈲
慥

恍

に
ズ

汗

心
士
型

的
川

助
的

業
務
と

し
て

採

川

し
た

い
匸

、
コ

ー
ス

剔
人
小

竹

人
時
に

は

、
七
四

ド
分

か
①

き
艢
レ

匸

、
呪

仰

は
総
（
‥
言

仁
女

性
は

一
般

職
回

倥
口
付

け
だ

。

諛
に（

代

汗

ば
∩

勤

社
桁
で

は

な

卜

、
と

卜
う
も

白

雇
を
憎
回
心
廿
、
団
体
交
渉
権
も
勝
ち

耿
っ
仁

以
後
、
多
く
の
問
題
を
解
決

し
て
き
た
。
し
か
し
、
四
年
㈹
口
わ
た

る
交
渉
で
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
か

っ
た
の
が
、
「
女
性
に
対
す
る
賃
金
・

昇
格
大
声

。様
々
な
石

別
が
あ

る
巾

で

、
隕
石
虐
げ
ら
九
匸
卜
る
女
性
こ
そ

が
声
を
匚

げ
よ
う
と
、
学
習
と
戴
判
の

貼
備
に
３
年
間
か
け
、
闘
年
、
第
１
組

今
輿
の
女
行
1
2人
が
原
片
口
な
Ｏ

、
紕

介
と
し
匸
捉
訴
。
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し

か
し

、
余
礼

側

白

匸

レ

ゴ
「
从

刊

の

巾

匸

こ

と

ご
と

く

威
（

く

つ

か

え

）
方
参

≒

‐
几

」

と
今
町

介
万
匚

、

乱
券

回
几

の
昊

務
は

略

少

言

務
か

巾

的
山

州
と
二

八

牡

、
双
方
加

あ

⊇

岐

リ
ヘ

ノ

ート

る

宍

瞋
告
仁

っ
の

総
務
の
・

仟
小

か
厂

ぐ
か
七

づ
門
的
ぺ

仟

小
匸

あ

る
か

が
叩

つ
か

七
な

⊇

恍

採
川

卜

に

ば

佶
仲
川

仟
不

、
頻

助
的
仟

小

良
ど
の
・

髄
川

に

Ｉ
川
こ
ぺ
し

。
耶
土

に

匸
う
Ｉ
ス

別
人

づ

聯
片

匸
イ
ヤ

人
し
た

几

⊇

㈹
一

特

倡

回

の

大

開
も

べ

气

叫

か
祐

へ
‥

耿

、
ゲ

气

般

賜

匸

八

的
口

決
め
匸

し
玉

二

卜
　

言

」Ｉ

ス

別

∧

づ
制
四

回

上
石

叫

匁
八
別

は

、
九
外

㈲
七

も
問

題

と

な
气

批
判
Ａ
翁

て

卜

る
し

、
Ｉ

Ｌ

Ｏ

も
閲
し

か
言

言
匸
卜
る

」
。

二

万
从

川
心

、
あ

る
雜
謡

で

⊇

良

貨

止
格

差
日

本

厂
」
七
万

契

元

だ

、

山
内

岫
人

力
よ

券
回

礼
野

付

土
分
四

桝

し

卜
大

女
石
別

今
回

つ
と

罔
時

に

、
他

の
女

性

差
別
从
川

て

仏
子

点
七

な

っ
て

卜

る

、
罔
和
3
0
年
代

か
ら

韭
年

代
の

大

女

力
採
川

時
区

分
と

、
均

等
法

後
の
コ

ー
ス

別

人
小

制
度

を
囗
実

七
し

た
女

性

野村証券における男性社員と原告の昇格比較

野村証券ﾂ少膳組合調介
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友
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、
’・
し
し

Ｉ－
．
へ

’
、
．
’
▼

・
｀
一
｝
’

二

回

ト

ソ

匸

し

心

…

…

）
”
’
．づ

’
‐

Ｊ

⑤

こ
こ

に
　
二

言
卜

二
　

ヶ

卜

⊃

、
　

卜

七

二
　

⑤
ｙ
／

う
・
’一

二

二

言

∧

乙

上

匸

言
△
／

≒

☆
ｙ
、
ノ

戸
卜

言

○

ブ
匸

①

づ

仁

勺
…
…
｝”・

匸

百
卜

六

夕

止

．

ロ

リ

ノ

个

脂

べ

匸

个
匸

ら
三
七

丁

千

ゲ
匸

く

卜
卜

二

二
言

言

二

言

卜
回

、
｛
匸

言

言

个

匸

千

丁

匸

付
雨
皿

言

舌

二
回

、
①

し

大

足

▼

テ

ド

ソ

勹

仁

言

づ

∩

匸

ヤ

ノ

扣

恆

崕

ら

①

匸

み

を

ケ

匸

圭

匸

釿

七

な

る

仁

レ

ニ

七

土

二

俯

し

今

よ

鴆

’
！

／
　

／
　

・

‘
－
　

Ｉ
１

‐
　

一
Ｊ

？

ヾ

－
。－

／

卜

二

寸

广

几

卜

言

匸

言

る

①

匸

宍

壮

匸

よ

七

牡

る

二

卜

一

叫

巾

・
ミ
　

ー
韭

コ

匸

万

二

匸

押

さ

え

勹

ご

る

号

元

才

に

飛

匸

ご

っ

こ

卜

る

よ

う

匸

い

偸

勹

し

卜

▼

フ

ズ

リ

ナ

寸

・
に

、

一

∧

言

仁

人

佶

①

匚

武

句

行

使

卆

言

め

る

よ

廠

菷

匸

と

が

、

一
卜

こ

い
ｙ

。

ヽ ・

’ 一

に

七

ひ

上

り

レ

対

投

票

か

あ

っ

仁

力

り

フ

ナ

匸

三

ア

七

山

心

土

‐

＜

ブ

ー

ツ

臨

言

、

匸

紅

ト

ゾ

卵

川

し

顋

ナ

ロ

土

・
こ

ゐ

・

ノ

’

―

‘／

‐
Ｊ

‐
。
ノ

’－
‐
　

。
／

ゝ

～

’
／
’
／

１

‘
／

仁

二

七

三

夕

白

輿

不

才

三

川

‐
三

七

卜

う

、

回

俯

べ

号

ノ

・
匸

ヅ

ノ

才

犬

☆

匸

匸

乂

ｙ

ｙ

。
　

ｒ
　

ｓ

ｒ
－
―
ｒ
－

ゝ
　

ｒ

言

言

ゾ

ゾ

』

卜

一

卜

’
‐
、‘ ヨ
　

フ

。

シ

ゲ

言

匸

ふ

几

①

乍

斗

へ

八

卜

’ｙ

厂

、・
ヽ

。

’ ヽ
’

勹

】
ｙ

。ｙ
・
一

つ

‥
ｙ

一
ｙ
．

。
”
ｙ

一

。
・

、
、
｛
・
｝
。
仁

勹

友

白

プ

ニ

う

▼

①

１

几

二

皿

片

円

卜

千

匸

ノ

匸

バ

…

…

一
。

－
―

ｒ－

－

ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　

♂

。

胤

卜

土

（

匸

…

…
・
…

……｛
…
。
ベ

ー
‘ 。
‥
‥

Ｘ

Ｊ

ノ

リ

ー

プ

ニ

匚

七

匸

‐
、

匸

匸

卜

言

匸

｝
匸

勹

乂

万

言

匸

厂

卜

こ

ニ

ゾ

ス

ノ

匸

…

…

。

ｊ

二

。

‐
‐
、
－
。

‐

、
ｙ

一

一
。
　
　

］

Ａ

ノ

Ｖ
.

…
…
…

｛

卜ｙ

・
｝
｛
・｛
‐ヽ
｝

、
｀
‐

‥
。
い
ヽ
一

一
Ｉ
Ｊ
。゙

´
・

・

ズ

‘‥
・
ツ
か
で

Ｉ、
う

．ピ

．
寸

こ

．－

…

……
‥（

’

一

／

心

丿
一
’
レ

ソ

肩

に
Ｘ

ｊ
‐
石

八

ぐ

ず

匸

・

匸

犬

寸

二

卜

亡

大

言

言

ろ

厂

し

匸
シ
匸

匸
匸
⑤
一

厂

づ

七
厂
ソ
ツ
∠
二
匸
三
う

首
匸

二

で
卜
川
的
町

二
乍

二

戸

谷
一
ノ

匸

一
　
　
　
　
　

一

命
マ
イ
カ
ル
経
営
破
た
ん
、
逼

・

手

伴

う
改

革
の

第
上

戸

」

フ
、‐
△

ｌ
。
槊
匠

ぶ
亅
匸

言
マ

ノ
ー
ウ

①
二
万

‐
二

号

八

匸

二

卜

匸

三

石

レ

ス

士

勹

⑤

咋

昌

佶
丁

兆
Ｔ

ｊ
ツ
Ｅ

言

言

白

土

千

言
仟

ナ

フ

サ

ーニ
ノ
人

口

ら

ゾ

ム

气

壮

友
・
壮
不
二

杉
汗
十

…

・

日
本

で

も
狂
牛

病
？

千
対

参

卜

千

引

力
卜

匸
白

あ

る
千

加
口

つ
か
い
ス

弌
弓

言

二

万
千

窓
言

分
大

川

・
足

匸

肉

骨
紂

二
了

几

匸

万
、
言

他

し
匸

卜

た
ｙ
日
能
性

が
。

⑧t:ｶｼ ７,ﾚう
す
く
Ｇ

ほ
ん
の
り

Ｊ
寺
の
い
ろ

うすくち醤油発祥の地:兵庫県龍野市
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Ｉ

ｊ

亂

緊 急. テ モ をi 】乎 び ヅバ ナ だ 囗 り 澗 了 委

( 巾 払卜 凵' 川ヽ 本) は 、 ∩ 白〔 前 に な っ

て も 、 参 川 の 問 い 白 わ せ が 彳 川 次 い

だ:　 と 、 今 日 、 米( 旺 人 使 佰1 前 で 、

テ ロ び)j 義 冫 目 二/ よ っ た 人 々 匚 花 を さ

]さ け 匸 万 た と い うﾉ く よ 、| ‾報 筏 り 攵

I罔. 乱 一とさ ら な る･ 自町 尨 テ リ ヤ 呼 ｊ ぐ 、

武 ノ厂 こi. 叩 誚ij
…
…攵J'il･.'!‘i i.･ j とし な い.j　 と 、 き

へに:ド ナ ． リ=回･｣卜委= 仁ﾐ 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト/ 丁 と 匸 、 ヤ 狎 解 決 を 求 め るj 出 勤

を ム け 匸 卜 く と 八 つ 匸 卜 る 、

「夕よ二ちンよテ 凵匚 も･胃埋ぷ二ちソ

対 で す」、17口 座、 米川|の テ ロ 翊削

丿攵呼 に 反 対 ずる 巾Lこ广ノら乱囗00 人、

ﾌﾊ゚ﾞ、「日会 匸自 け 匸テ モ 行迎 しうン

｢ 女性ニュゞズ｣は､読者とともにつくる新聞です

七L こ

寸レ ら

議 凵

－

ｓ

ｌ
－
ノ

匸

・

ｒ

ｊ
－

‐

／

ｙ

．
‘：

Ｊ

ノ

乂

匸

い

ｒ

Ｉ

ア

｀

一
一

匸

ぺ

匸

｝

で

。－

。
ぷ
『

レ

ソ

・

フ
匸

一

｀
　

ｒ

ｔ

と 、 シ.:に フ レ ヒ 匸二‥づし/よ

囗ポンドに自扇翳ここに]ド 皿
１ 一 ！..亅..

1･- ・･: よ 丶

界を､舵回 する 侵害｣／匸　 ．七遲､琵 し、

卜瓜 に口.欠ﾌい゙翁二二大力 偕え 皀匸、ﾉ 弋

力行 使ズ 対を了ﾋ 一一几し/こ.

ニ
ュ
ー
ス
ぐ
り
っ
ぷ

・

米
国

、
テ

ロ
匸

武
力

で
仕

返

し

か
？

囗
口

、

ダ

ノ

凵

力

台

衆

川

で

、

ケ

ノ
二

万

二

’よ

る
説

白

石

に
饑
上

回

卜

亜

］
∵

乗

窩

卆
前

廿

た

ま
圭
Ｘ
Ｙ

九
万
回

多

匸

バ
ク

ー

ビ
ル

、
ワ

シ
ン
ト

ン
Ｄ

じ
の

ヤ

ノ
ク

ブ

ノ
、
ヒ

ノ

ノ

①

万

万
雎

七
子

犬

こ
加
休

当

し
り
し

、
多
く

①
死

貼
者

菷
一

①

り
人

祟
不
二

。
米
国
八

、
イ

乙

フ
入

原
理

卜
義

所
二
よ

る
千

只

勹
為
と
断

定

、
八
刀

に

よ

る

報

復

を
言

陽

囗

本
匸

气

回

柑

が
支

援
策

と
し
て

、
自
衛
捏

派

八

万

た

め

新

規
万
言

か
玉

明

。
久

多

へ
の

倥
界
の

指
導

城
ド
町
の
面

影
を
今
も
残
す

う

す
く

ち
の
ふ
る
さ
と
、播
州
龍
野
。

風
の
詩
を
ｆ

守
歌
に

ゆ
っ
く
り

と
歳
月
に
磨
か
れ
た

ヒ
ガ
シ
マ
ル
の
う

す
く
ち
は

や
さ
し
い
自
然
の
お
い
し
さ

春
夏

秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

色
美
し

く
引
き
立
て
ま
す

。

に 鑼

--｡,ぶ-J‘
滷囑 麟

斷
の

仕

方

が

と

て

も
ア

マ
シ

ス

的
」
と

感

劒
し
て

く

れ
る

ま

で
に

な
・つ
た

が
匸

・筐
か
匚
「
渡

つ

ま

ず

よ

」
と

卜

う

こ

い
心
を

持

ブ
Ｌ
、
ド

サ

イ

バ

ー

を

し

っ
か

り
・
見

つ

め

て

足

を

踏

み

出

せ

ば

、
申

は

ち

ゃ

ん

と

止

ま

る

。
そ

う

怖

い

言

卜

を

し

た

匸
と
ち

な

卜
。

だ

が

、
ド

ラ

イ

バ

上

じ

あ

る

時
の
私

は
、
人
影
の

あ
る

横
断

歩
道
か

近

づ
く
と
、
や

は
０

可

能

な

限

り

減

速

し

て
、
歩
行

者

を
優
先
し
て

し

半
つ
。
そ
ん
な
と
き
の
歩
行
者

反

応

が
面

白

い
。
「
メ
ル

シ

ー
ー
」
と
片
手
で

合
図
し
て

、

足
速
に
渡
る
人
は
む
し
ろ
稀
で

あ
る
。
私
か
よ
毒

づ
な
か
っ
た
　

言

、
私
匚
は
に
え
る
）
の
で
　
Ｇ
月
匚
人
幅
匚
改
に
さ
九
た
、

ら
、
卜
つ
匸
な
っ
た
ら
渡
牡
る

の
か
し
ら
、
と
聯
兄
る
よ

う
な

年
配
四
方
で
も
、
「
剔
匚
止
圭

っ
て
く
れ
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と

渡
れ
た
の
に
こ

と
で
も
言
い

だ
け
に
、
渋
々
と
渡
っ
て
い
く

あ
る
。
何
と
ひ
ぬ
く
九
た
∧
だ
　

縦

断

①
こ

こ

ら

あ
る
水
行

ち
だ
、
と

ご
打
ら
し

な

が
ら

交通ルールの改正で、これから横断歩道は

渡りやすくなるはず７
６月１日『スッド・ウェスト』紙

气

憎
め
な
卜
匸
卜
る
自
分
に

苫
笑
す
る
私
だ
。

匸
の
ド
ラ
イ
バ
ー
巾
む
で
あ

っ
た
交
通
ル
ー
ル
が
、
今
年
の

言

な

ど
と

卜

う
曖
昧

な
衣

現

か

取
り

払
八

牡

、
令
般

七
歩

行

者
の

権
利

か

前
川

、
保

谷

ご
九

七

。
匸

加

か

ら

ビ

ャ

イ

バ

ー

は

、
か

な
０

慎
亜
二

横

断
歩

道

を

通
・過
し

な

け
牡

ば
な

ら
な

卜

だ

ろ
う

。
さ
匸

歩

行
者

は
？

フ

フ
ン
ス
の

友

人

が
こ

ん

な

こ

と
を

う

ノ

ハ

辷

。
「
道

を

渡

ろ
う
と

し
て

卜

た
ら

、
ノ
九
午

リ
ス

の

廱
が
ス

ー

タ
七
よ

よ

っ

て

、
素

敵
な

紳
匚
か

ブ

リ

ー

ズ
、
お

渡
紅

卜
戸

ゾ

仁

匸

コ
リ

と

笑
顔
で

横
断

守

担

吊

を

向
け

る
の

。
悠
勣

し
ち

ゃ

っ

た
ワ

こ

と

。
そ

う

、
フ

フ
ン

ス
の

歩

行
者

も

、
こ

れ
か

ら
は

も

う
少
し

素

鐡
に

な
っ

た
け

っ

が
ト

ト

だ
ろ

う
。
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囗
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1
1
1
1
1

オ

プ

ツ

孑
介
の

翕

引

付
町
の
川巾

が

引

少

四

フ

フ
ン
ス

に

来
て

す
ぐ

、
教

習
所
に

通

っ
た
と

き
の
こ

と

。

佰

‐７
機
の

な
卜

横
断
歩

道
口

歩

行

者

が

立

っ
て

卜

る

の

を

見

て

、
私
は

ゆ
る
や

か
に

ブ
レ

ー

キ
を

踏
ん

だ

。
そ

の
途

端

、
隣

の

教

官
が

大
声

を
上

げ
た

。「
ど

う
し
て

が

横
断

歩
道
で

い
ち

い

ち

ブ
レ

ー

キ

を

掛

け
て

い

た

ら

、
フ

ーフ
ン

ス
の

街
は

ど
匸

も

渋
滯

だ
よ

。
歩

行
者
は

渡
０

た

け
れ

ば
勝
手

に

渡
る
言

。

も
し

か
し
て

、
私
の

聞
き

違

い

か

と
耳

を
疑
い

、
恐

る

恐
る

聞
い
て

み

た

。
「
今
の

場

合
、

止

ま

ら

な

く
て

い

い

ん

で

す

か

。
い

つ

も
ト

ロ
ト

ロ
運
転
で

イ

フ
イ

フ
さ
せ
て

い

る
出

来
の

忠
い

生
徒
匚

、
教
回

は
大

き
な

溜
め

息
を
つ

き

ブ

」
う
説

明
し

て

く

れ

た
。

「
あ

の

歩

行

者

が

、
道
路

を
渡

る
つ

も
り
・
ご
っ

た
の

か

、
た
ま

た
ま

あ
そ
こ

に

立

っ
て

卜

た
の

か

、
ど
う
し
て

分
か

る
の

か

卜
？

ブ
レ

ー

キ
を

ん

と
言
い
て

あ
る
の

卜
に
か

ら

、

さ

ら
匚

驚
い

た
。
と

同

時
に
（

ツ
と
し

た

。
そ

肘
ま
で

、
ち

っ

と

も
止
よ

っ
て

く
れ

な
い

ド
ラ

イ

バ

ー
匚

怒

っ

て

卜

だ

私

だ

が

、
彼

等
は

、
匸
の

岡
の

交
通

ル

ー
ル

を
、
ち

ゃ
ん

と
守

っ
て

車
は
歩
行
者
が
止
め
る
も
の
だ
／

掛
け
る
の
は
、
歩
行
者
が
渡
る

意
思
を
見
せ
七
時
、
つ
ま
り
广

足
を
横
断
歩
道
に
踏
み
出
し
た

時
だ
け
だ
よ

。
教
本
を
し
っ
か

り
読
ん
で

お
く
よ
う
に
！

」
。

も
の
す
ご
い
こ
じ
つ
け
だ
な

あ
、
と
呆
れ
た
が
教
本
を
読
み

返
し
て
み
る
と
、
匸
か
が
ち
や

卜
た
の
だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
率

は
止
よ
っ
て

く
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
歩
行
者
が
止
め
る
も
の

で

あ
る
。

し
か
し
、
率
の
流
れ
に
向
か

口
卜

１
廁
踏
み
出
す
行
為
は

勇
気
か
い
っ
か
。
今
で
こ
そ
口

木
か
ら
き
た
友
人
が
、
私
の
横
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島
根
県
の
島
根
県
豆
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

「あ
す
て
ら
す
」
で
は

一
昨
年
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、

「し
ま
ね
女
性
塾
」
を
開
講
し
て
い
る
。
単
な
る

「学
習
」
の
グ
ル
ー
プ
で
な
く
、
テ
ー

マ
を
選
定
、
調
査
、
研
究
し

「政
策
提
言
」
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
昨
年
5
月
か
ら
始
ま
っ

た
2
期
の
塾
生
は

「少
子
化
」
を
テ
ー
マ
に
10
カ
月
か
け
て
研
究
、
政
策
を
10
の
具
体
的
提
言

に
ま
と
め
、
知
事
に
提
出
し
た
。

「少
子
化
」
は
国
民
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
男
性
の

関
心
は
出
生
数
だ
け
に
向
け
ら
れ
、
女
性
が
高
学
歴
化
し
て
子
と
も
を
産
ま
な
く
な
っ
た
と
い

っ
た
、
一
面
的
な

「非
難
」
に
な
り
が
ち
。

「し
ま
ね
女
性
塾
」
の
メ
ン
バ
ー
は

「個
人
の
生

き
か
た
の
多
様
性
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
了
と
も
を
産
み
た
い
人
が
安
心
し
て
産
み
、
育
て

ら
れ
る
社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
を
考
え
、
捉
茜
を
ま
と
め
た
。
各
地
に
あ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
は

大
抵
、
女
性
塾
、
女
性
大
学
と
い
っ
た
学
習
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
が
、
と
か
く

「お
勉

強
」
に
終
わ
り
が
ち
。
具
体
的
提
言
に
す
る
の
は
珍
し
い
。

「提
言
」
は
、
さ
き
ご
ろ
国
立
女

性
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た

「女
性
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

発
表
し
た
か
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
女
性
た
ち
の
関
心
を
よ
び
、大
い
に
質
問
を
俗
び
て
い
た
。

島根県立女性総合 センター「あすて らす」

調
査
、
研
究

し
、
政
策
提
言

ね女性塾

 

まし
「少

子
化
」
を

テ
ー

マ

「し
ま
ね
女
性
塾
」
2
期
生

に
応
募
し

「少
子
化
」
を
研
究

し
た
の
は

11
人
。
住
所
は
全
県

下
に
わ
た
り
、
年
齢
は
20
～
70

歳
代
、
職
業
は
学
生
、
主
婦
、

働
く
女
性
、
議
員
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
立
場
も
関
心
も
各
人
全
く

ち
か
う
の
か
、
か
え

っ
て
よ
か

っ
た
と
い
う
。

ま

ず
基
本
学

習
か
ら

始
ま

り
、
後
半
は
徹
底
的
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
行

っ
た
。
人
口
が

増
加
し
て
い
る
村
、
子
育
て
支

援
の
窓
口
か

一
元
化
さ
れ
て
い

る
市
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
企

業
、
子
ど
も
セ
ン
タ
i

関
連

の
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
は
県
内

く
ま

な
く

お
と
ず

れ
、
調
査

し
、
討
論
。
問
題
や
課
題
を
整

理
し
た
。

一

」`

メ犠
多

モ

興 冥

^掌

趨

鑑亀
ゴ 欺纏

蒙

総 畷撫騨
バ

罵 甘'

婁盤 鍵.

3ウノ
嘆}

ヌ エ ンクの ワ ー ク シ ョ ノブ て 「提 言 」 を説 明 す る メ ンハ ー た ち

こ
う
し
て
、
練
り
上
げ
た
10

の
提
言
は
、
女
性
の
視
点
に
た

安心 して産み育てる社会へ

具体的政策10を 知事に提言

 

ち
、
具
体
的
で
地
域
に
踏
街
し

て
い
る
。
例
え
ば
ー
。
〈
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
〉
に

し
て
も
、

「令
巾
町
村
て
延
長

保
育

(
19
時
ま
で
)、
↓
時
保
台

(零
歳
児
受
け
入
れ
)
を
県
と

し
て
明
確
に
位
置
づ
け
る
」
と

し
、
緊
急
に
改
善
す
る
こ
と
と

し
て
、
保
育
料
を
安
く
、
休
日

保
育
な
と
実
に
貝
体
的
。

〈
地
域
て
支
え
る
子
育
て
〉

で
は
、
子
育
て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
組
織
化
を
あ
げ
、
い
ま
あ
る

地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
強

化
し
、

「子
育
て
・
子
育
ち
支

援
セ
ン
タ
ー
」(仮
称
)
を
小
学

校
区
に
一
つ
つ
く
り
、
妊
娠
か

ら
子
ど
も
の
就
学
後
、
母
の
仕

事
か
ら
、
児
童
虐
待
。
夫
婦
、

親
子
関
係
ま
で
広
く
カ
バ
ー
す

る
、
と
す
る
。

〈
家
庭
で
の
男
女
共
同
参
画

〉
で
は
、
首
長
が
率
先
し
て
意

識
改
革
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ

を
、
と
い
い
き
る
。
〈
企
業
職

場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
〉

で
は
、
企
業
へ
の
啓
発
と
い
っ

た
き
れ
い
ご
と
の
文
言
だ
け
で

な
く
、
島
根
県
が
零
細
、
小
企

業
か
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
幾
つ

か
の
小
企
業
が
共
同
で
、
代
替

え
要
員
を
つ
く
る
シ
ス
テ
ム
を

考
え
た
ら
、
と
提
案
し
て
い

る
。
小
さ
い
会
社
で
は
一
人
休

ん
で
も
会
社
の
仕
事
に
さ
し
さ

わ
り
、
産
休
も
育
休
も
と
り
に

く
く
、
結
局
辞
め
ざ
る
を
え
な

い
と
い
っ
た
事
情
を
考
え
て
の

提
案
だ
。
も
し
こ
の
案
か
実
現

す
れ
ば
、
島
根
た
け
て
な
く
全

国
の
零
細
、
小
企
業
に
働
く
女

件
た
ち
が
子
を
産
み
、
働
き
つ

つ
け
ら
れ
る
環
境
か
て
き
る
の

だ
か
。
さ
ら
に
、
子
と
も
の
自
立
を

進
め
社
会
性
を
育
て
、
牛
と
性

教
育
の
推
進
。
最
後
に

「地
域

の
総
ムロカ
を
高
め
る
組
織
つ
く

り
一
を
提
案
。

.
貫
し
て
、
少
チ
化
現
象

は
、
～
と
も
を
産
む
こ
と
を
路

路
す
る
名
者
を
減
ら
し
、
デ
と

も
を
育
て
る
こ
と
に
夢
か
も
て

る
村
会
に
す
る
こ
と
と

〔い
、

そ
の
た
め
に

「女
も
男
も
牛
き

や
す
い
村
会
に
す
る
こ
と
」
と

明
一口し
て
い
る
。

知
事
に
提

]を
提
出
、
知
事

も

「信
民
と
行
政
が
手
を
携
え

て
き
る
こ
と
は
な
ん
て
も
や

る
」
と
語
っ
て
い
る
か
、
提

口

か
と
の
程
度
実
る
か
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ノ
ブ
て
発
表
を
聞
い
た
全

国
の
女
匹
た
ち
か
ら
、

「
つ
き

は
提
一一口を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

頑
張
っ
て
ー
」
と
激
励
さ
れ
て

い
た
。

も

1
膿
刀あ慰川要棚 、

 

催川女
川
諸
」

巴川
界蝿麗

●カナダ最高裁長官 ビバ リー ・マクラクランさんを迎 えて●

女
性
の
視
点
で
社
会
に
正
義
を

「女
性
を
法
曹
界
に
必
要
と

す
る
理
由
は
、
4
点
。
①
女
性

の
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
法
の
実

践
や
判
決
上
生
か
さ
れ
る
。
②

女
性
が
い
な
け
れ
ば
司
伝
制
度

に
信
頼
性
は
得
ら
れ
な
い
。
③

人
口
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

る
女
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

(人
的

資
源
)
を
無
駄
に
し
て
は
い
け

な
い
。
④
正
義
の
社
会
を
希
求

す
る
た
め
」。カ
ナ
ダ
の
最
高
裁

長
官
、
ビ
バ
リ
ー
・
マ
ク
ラ
ク

ラ
ン
さ
ん
は
5
日
、
東
京
で
開

か
れ
た
講
債
で
、
明
確
に
言
い

切
り
、
参
加
者
か
ら
の
賛
意
を

得
た
。
こ
の
講
演
は
、
こ
の
ほ
ど
、

.
演

8

藁
〆
冨

ヂ

最
高
裁
の
招
き
に
よ
り
来
日
し

た
、
マ
ク
ラ
ク
ラ
ン
さ
ん
か
ら

話
を
聞
き
、
法
曹
界
で
働
く
女

性
た
ち
が
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
に
向
け
て
話
し
合
お
う
と

い
う

「男
女
共
同
参
画
社
会
を

目
指
し
て
～
21
世
紀
の
法
曹
の

役
割
ー
カ
ナ
ダ
最
高
裁
長
官
を

お
迎
え
し
て
」(主
催
・
日
本
女

性
法
律
家
協
会
、
共
催
・
女
性

裁
判
官
協
会
、
女
性
と
仕
事
の

未
来
館
)
で
行
わ
れ
た
も
の
。

マ
ク
ラ
ク
ラ
ン
さ
ん
は
、
カ

ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ
州
生
ま

れ
。
弁
護
士
開
業
後
、
プ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

で
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
後
、
ハ

ヒハ リー ・マ ク ラ ク ラ ン さん

(女 性 と仕 事 の 未 来 館 て)

ン
ク
ー
バ
ー
郡
裁
判
所
、
プ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

高
位
裁
判
所
、
同
控
訴
裁
判
所

判
事
を
歴
任
、
同
高
位
裁
判
所

裁
判
所
長
を
務
め
、
1
9
8
9

年
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
判

事
、
咋
2
0
0
0
年
、
最
高
裁

判
所
長
官
に
。
現
在
、
カ
ナ
ダ

最
高
裁
判
所
で
は
、
9
人
の
判

事
の
う
ち
3
人
が
女
性

(日
本

は
、
15
人
中
零
)
だ
。

「女
性
が
、
み
な
が
同
じ
考

え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

女
性
に
は
、
文
化
的
、
生
物

的
、
歴
史
的
に
も
男
性
と
異
な

っ
た
経
験
を
し
、
考
え
方
が
構

成
さ
れ
て
い
る
。
社
会
の
法
律

や
権
利
の
分
配
に
つ
い
て
、
女

性
の
視
点
を
入
れ
る
こ
と
で
、

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
」

と
話
し
、
司
法
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
の
必
要
性
を
指
摘
。

さ
ら
に
、
裁
判
官
、
書
記
、

レ
ポ
ー
タ
ー
も
全
て
女
性
と
い

う
離
婚
協
議
の
場
を
例
に
引

き
、
法
制
度
は
自
分
た
ち
の
声

が
反
映
さ
れ
る
と
信
じ
る
こ
と

が
出
来
る
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
言
う
。

離
婚
協
議
の
場
で
発
言
を
求

め
ら
れ
た
、
た
だ
ひ
と
り
の
男

性
で
あ
る
夫
は
、
立
ち
あ
が
る

の
も
や
っ
と
と
い
う
中
で

「男

性
が
少
な
い
」
と
語
っ
た
。
こ

の
場
に
い
た
マ
ク
ラ
ク
ラ
ン
さ

ん
は

「カ
ナ
ダ
法
制
度
の
歴
史

の
中
で
、
何
人
の
女
性
が
、
何

度
、
女
性
が
少
な
い
と
感
じ
た

だ
ろ
う
」
裁
判
所
に
も
法
制
に

も
女
性
が
必
要
だ
と
、
し
み
じ

み
感
じ
た
と
言
う
。

同
国
で
女
性
と
し
て
法
曹
界

に
初
め
て
入
っ
た
ク
レ
ア
・
フ

レ
ソ
ド
マ
ー
テ
ン
は
、
法
律
学

校
に
入
る
こ
と
か
ら
闘
い
、
後

に
カ
ナ
タ
初
の
下
級
裁
判
所
裁

判
官
に
な
っ
た
エ
ミ
リ
ー
・
マ

ー
フ
ィ
は
、
女
性
が
人
で
は
な

い
と
い
う
弁
護
士
の
判
断
と
闘

っ
た
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
1
9
1

9
年
、
女
性
が
参
政
権
を
獲

得
。
1
9
2
1
年
の
選
挙
で
、

女
性
が
下
院
議
員
に
当
選
し
た

が
、
当
時
の
憲
法
で
は
、
女
性

は

"人
"
と
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
議
員
と
し
て
承
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
納
得
し

な
か
っ
た
5
人
の
女
性
が
立
ち

あ
が
り
、
提
訴
。
カ
ナ
タ
最
高

裁
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
英
国
枢
密
院
の
法
務
委
員

会
に
訴
え
、
勝
訴
、
女
性
は
、

"人
"
と
な
っ
た
の
だ
。

「カ
ナ
タ
の
人
は
、
女
性
を

前
線
に
出
す
努
力
を
し
て
き

た
。
全
て
の
人
間
の
機
会
均
等

と
尊
厳
、
社
会
が
必
要
と
す
る

正
義
の
概
念
か
ら
、
女
性
に
も

平
等
な
権
利
が
必
要
と
の
思
い

で
彼
女
た
ち
は
闘
っ
た
の
だ
」。

マ
ク
ラ
ク
ラ
ン
さ
ん
が
学
生

だ
っ
た
頃
カ
ナ
ダ
で
は
、
法
律

を
学
ぶ
学
生
は
10
パ
ー
セ
ン
ト

ほ
ど
だ
っ
た
が
、
い
ま
は
、
50

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
女
性
が
占

め
、
法
律
上
の
重
要
な
地
位
に

つ
い
て
い
る
と
言
う
。

「最
近
に
な
っ
て
、
前
進
が

見
ら
れ
る
の
は
、
長
い
道
の
り

を
経
て
き
た
か
ら
。
平
等
な
正

義
、
尊
厳
は
、
町
や
村
、
家

庭
、
職
場
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ

で
求
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
始
ま

る
。
態
勢
や
物
事
の
価
値
観

は
、
一
夜
に
し
て
は
変
わ
ら
な

い
。
し
か
し
、
社
会
は
前
進
し

て
い
る
。
意
気
消
沈
し
て
は
な

ら
な
い
」。
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め
、
初
め
は
、
だ
れ
も
李
さ
ん

記
者
会
見
で
李
さ
ん
は
、
4

戦
前

に
戻
る
日
本
が
心
配

語

あ
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ミ
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S
国
連
本
部
1ー
タ
リ

フ

・
テ

ィ
ー
ン
】
国
連

・
女
性

差
別
撤
廃
委
員
会
は
、
女
性
が

国
の
ト

ノ
ブ
に
就
く
こ
と
を
禁

し
て
い
る
イ
ン
ド
洋
の
島
国
、

モ
ル
テ
ィ
フ
の
法
律
を
問
題
視

し
、
審
査
を
行

っ
て
い
る
。
2

0
0
の

島
に
25
万

人

を
越

す

人
々
が

暮
ら
す
モ
ル

テ

ィ
フ

は
、
女
性
か
大
統
領
と
副
人
統

領
に
就
く

こ
と
を
、
憲
法
で
禁

じ
て
い
る
、
唯

一
の
国
連
加
盟

国
だ
。
同
国
の
、
ア
ネ
ー
サ

・

ア
メ
ド
女
柑
省
副
大
臣
も
そ
れ

を
認
め
た
。
ア
×
ド
副
大
臣
は

国
連
委
員
会
に
対
し
て
、

「差

別
条
項
の
削
除
に
つ
い
て
、
国

内
て
議
論
か
な
さ
れ
た
」
と
報

告
。

「し
か
し
、
憲
法
審
議
会

の
メ
ン
バ
ー
の
3
分
の
2
が
条

項
の
改
定
に
反
対
の
票
を
投
じ

た
。
民
‡
主
義
で
は
多
数
意
見

は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
だ
が
、
次
回
の
憲
法

と
し
て
も
、
女
性
が
大
統
領
に

な
れ
な
い
の
は
正
し
い
と
は
思

え
な
い
」
と
付
け
加
え
た
。

モ
ル
デ
ィ
フ
の
差
別
条
項

は
、
同
国
が
1
9
9
3
年
に
批

准
し
た
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃

と
い
う
高
さ
に
感
銘
を
受
け
た

か
、
意
思
決
定
レ
ベ
ル
に
女
性

か
少
な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
」

と
述
へ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
ド
副
大

臣
は
、
モ
ル
テ
ィ
フ
は
、
女
性

こ
と
は
ほ
と
ん
と
な
い
と
答
え

た
。し
か
し
、
A,
年
、
2
人
の
女

件
か
高

い
地
位
に

指
名
さ
れ

た
。
1
人
は
島
の
ナ
ン

ハ
ー
2

に
あ
た
る

「
副
島
長
」
に
、
も

う
1
人
は

「
環
礁
長
代
理
」
に

な

っ
た
。
ア
メ
ド
副
大
臣
は
、

男
女
平
等
を
促
進
す
る
た
め
に

政
府
は
健
康
、
教
育
、
雇
用
保

モ
ル
デ

ィ
ブ

の
法
律
を
問
題
視

改
正
で
、
差
別
条
項
が
変
更
さ

れ
る
可
能
件
か
消
え
た
わ
け
で

は
な
い
」
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
ガ
ー
ナ
出
身
の
シ

ャ
ー
ロ
ノ
テ
・
ア
ハ
カ
委
員
長

は
、

「平
等
の
尊
重
に
基
づ
か

な
け
れ
ば
民
レ
上
義
と
は
呼
ば

な
い
」
と
指
摘
し
、

「憲
法
審

議
会
か
条
項
存
続
に
賛
成
し
た

条
約
に
違
反
し
て
い
る
。
し
か

し
、
モ
ル
デ
ィ
フ
政
府
は
、
批

准
に
あ
た
り
、
イ
ス
ラ
ム
法
の

シ
ャ
リ
ー
ア
に
合
わ
な
い
条
項

は
遵
守
し
な
い
と
保
留
を
表
明

し
て
い
た
。

ア
ル
セ
ン
チ
ン
出
身
の
セ
ル

ミ
ラ

・
レ
ガ
ゾ
ー
リ
委
員
は
、

「女
性
の
識
7
率
が
99

・
1
%

に
投
票
権
や
立
候
補
す
る
権
利

を
与
え
て
い
る
が
、
立
候
補
す

る
女
性
が
少
な
い
の
て
、
政
府

は
女
性
の
政
冶
参
加
を
促
す
公

共
意
識
と
識
字
向
上
の
プ
ロ
ク

ラ
ム
を
実
施
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

モ
ル
デ
ィ
フ
を
構
成
す
る
島
々

て
女
姓
か
指
導
的
ゾ
場
に
ウ
つ

国
連

・女
性
差
別

撤

廃

委

員

会

険
、
社
会
開
発
な
ど
幅
広
い
政

策
や
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
現
在
、
内
閣
の
承
認

待
ち
だ
が

「国
家
女
性
政
策
」

の
策
定
、
男
女
が
同
し
立
場
て

生
活
を
す
る
こ
と
を
羊
眼
と
す

る

「性
差
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の

創
設
も
計
画
し
て
い
る
。
女
性

の
地
位
向
1
を
ー1
指
す
全
国
規

模
の
機
関
と
し
て
は
、
大
統
領

が
会
長
を
務
め
る
男
女
平
等
審

議
会
、
そ
の
ほ
か
女
性
省
、
島

や
区
の
女
性
委
員
会
な
と
が
あ

る
と
説
明
。

一
方
て
、
モ
ル
デ
ィ
フ
は
世

界
で
最
も
離
婚
率
か
高
い
国
の

ー
つ
て
、
59
%
が
離
婚
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
を
尋
ね
ら
れ
て

ア
メ
ド
副
人
臣
は
、

「
一
つ

は
、
離
婚
手
続
き
を
男
性
が
一

方
的
に
で
き
る
こ
と
。
国
の
立

法
の
基
礎
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
の

シ
ャ
リ
ー
ア
に
よ
る
と
、
夫
が

口
頭
で
離
婚
を
胃
三呂
す
る
た
け

で
、
結
婚
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
、
法
廷
に
行
く
必
要
は

な
い
。
も
う
一
つ
に
は
、
離
婚

し
た
者
か
社
会
的
な
汚
名
を
着

せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
離
婚

者
同
十
か
再
婚
す
る
ケ
ー
ス
も

一
般
的
た
」
と
各
え
た
。

F
-小

泉
首
相
の
蛸
囚
参
拝
に
抗

議
し
て
、
国
会
前
て
27
日
も
断

食
し
て
い
た
、
韓
国
の
地
方
議

員
の
李
尿
海
さ
ん
か
9
月
11
日

帰
国
し
た
。

李
さ
ん
は
、
靖
国
△口祀
を
取

り
ト
け
て
欲
し
い
と
来
日
し
た

韓
国
の
遺
族
会
の
人
と
と
も

一

[

の
抗
議
運
動
を
知
ら
な
か

っ
た

と
い
う
。

李
さ
ん
は
全
羅
北
道
議
会
議

員
と
い
う
か
ら
、
日
本
の
県
会

議
員
と
い

っ
た
立
場
か
。

「
日

韓
両
国
の
友
好
の
た
め
、
微
力

な
か
ら
奉
仕
し
て
き
た
が

、
最

■

近
の
日
本
の
動
き
は
戦
前
に
返

る
よ
う
て
心
配
」
だ

っ
た
。
小

に
、
小
泉
肖
相
か
参
拝
を
行

っ

泉
首
相
に
会
い
た
い
と
、
内
閣

た
13
目
、
机
議
運
動
に
参
加
し

府
に
申
し
込
ん
だ
が
返
事
も
な

た

か
、
そ

の
翌

日

の
14
日

か

い
。
8
月
末
、
李
さ
ん
も
ク
リ

ら
、
ひ
と
り
て
国
会
前
に
座
り

ス
チ
ャ
ン
と
い
う
こ
と
か
ら
、

込
み
、
断
食
を
始
め
た
。
マ
ス

日
本

の
キ
リ
ス
ト
教

関
係
者

コ
ミ
の
関
心
も
15
日
を
過
き
る

が
、
李
さ
ん
の
気
持
ち
を
、
繭

と
薄
れ
、
日
本
の
N
G
O
と
も

相
あ
て
に
申
し
入
れ
爵
に
し
、

A
,
ま
で

交
流
が
な
か

っ
た
た

提
出
し
た
。

=
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「暴

力
」
の
連
鎖

や
め

て
!

N
G

O

ア
メ
リ
カ
は
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
に
対
し
、
軍
事
的
報
復
に

出
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
女
性
の
N
G
O
な
と

が
、
武
力
で
は
な
く
、
平
和
的

解
決
を
求
め
る
要
求
、
声
明
を

次
々
に
出
し
始
め
た
。

「戦
争
と
女
性
へ
の
暴
力
」

日
本
ネ
ン
ト
ワ
ー
ク
は
、

16

日
付
け
て

「米
国
の
報
復
戦
争

に
断
固
反
対
し
、
平
和
的
解
決

を
要
求
し
ま
す
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

な
戦
争
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯

て
抵
抗
し
ま
し
ょ
う
」
の
緊
急

ア
ピ
ー
ル
を
発
表
。
米
国
の
国

際
テ
ロ
へ
の
報
復
戦
争
の
中

止
、
口
本
政
府
は
米
国
の
戦
争

政
策
に
協
力
す
る
な
、
国
連
は

国
際
刑
事
伝
廷
を
設
置
し
テ
ロ

犯
罪
を
追
訴
せ
よ
、
ア
ラ
フ
系

の
人
々
へ
の
人
種
差
別
的
暴
力

を
や
め
よ
、
テ
ロ
の
根
本
原
囚

週
間
の
断
食
の
衰
え
も
見
せ

ず
、
穏
や
か
な
口
調
で
、
励
ま

し
て
く
れ
た
日
本
の
人
々
に
丁

寧
に
礼
を
い
い
、

「小
泉
首
相

の
靖
国
参
拝
は
、
過
去
の
軍
国

主
義
の
賛
美
、
日
本
国
感
法
の

違
反
と
思
う
」
と
厳
し
く
語

り
、
成
田
空
港
に
向
か
っ
た
。

マ
ス
コ
ミ
に
は
全
く
無
視
さ

れ
、
報
道
さ
れ
な
か
っ
た
李
さ

ん
の
抗
議
断
食
だ
っ
た
が
、
日

本
に
植
民
地
に
さ
れ
、
い
た
め

つ
け
ら
れ
た
韓
国
の
人
々
の
思

い
、
日
本
の
近
頃
の
動
き
に
対

す
る
危
惧
の
深
さ
を
絹
感
し

た
。
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平
和
を
作
り
出
す
、
国
界
の
リ

「
テ

ロ
報
復
」
に
声
明

を
断
つ
た
め
に
公
正
・
共
生
の

世
界
を
ー
の
5
点
。
ク
ロ
ー
ハ

ル
化
が
危
険
な
原
理
主
義
や
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て

い
る
今
日
の
世
界
で
、
こ
れ
を

推
進
す
る

「北
」
が
、
そ
の
被

害
を
受
け
て
抵
抗
す
る

「南
」

を
武
力
で
抑
え
こ
も
う
と
す
る

戦
争
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
世
界
の
女
性
た
ち

に
、
反
戦
行
動
に
力
を
結
集
し

よ
う
と
呼
ひ
か
け
て
い
る
。

17
日
、
ア
シ
ア
太
平
洋
資
料

セ
ン
タ
ー
は
、

「軍
事
報
復
戦

争
を
す
る
な
、
人
樽
・
宗
教
差

別
す
る
な
」
の
声
明
を
発
表
。

テ
ロ
行
為
は
容
認
て
き
な
い

か
、
犯
人
は
、
綿
密
な
捜
査
の

⊥
、
国
際
司
仏
、
各
国
の
警
察

力
に
よ
っ
て
厳
正
な
対
応
を
す

べ
き
で
、
囚
家
を
あ
け
て
の
軍

事
報
復
は
、
罪
な
き
浦
民
を
犠

牲
に
す
る
可
能
性
が
多
い
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
実
行
犯
が
誰

で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
人
々
が
属

す
る
民
族
集
団
、
宗
教
を
同

一

視
し
、
差
別

す

べ
き

で
な

い

と
、
イ
ス
ラ
ム
、
第
3
田
界
へ

の
偏
見
の
助
長
に
警
鐘
を
嶋
ら

し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
が
軍

事
面
を
強
化
、
有
事
法
制
定

、

集
団
自
衛
権
確
立
の
動
き
に
強

く
反
対
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦

人
矯
風
会
は
、
18
日
、
小
泉
繭

相
と
ブ
ノ
シ

ュ
大
統
領
に
、
要

望
書
を
送
付
。
有
事
立
法
の
法

制
化
を
急
く
小
泉
繭
相
に
は
、

「湾
岸
戦
争
の
時
は
、
目
に
見

え
る

『貢
献
』
を
し
な
か

っ
た

か
、
八
,
度
は

血
を

流
す

こ
と

も
」
と
あ
せ

っ
て
い
る
よ
う
で

心
配
と
し
、
Ψ
和
愚
法
の
国
と

し
て
、
武
力
に
よ
ら
な
い
真
の

ー
タ
ー
に
と
要
望
.
フ
ソ
シ
ュ

大
統
領
に
対
し
て
は
、
人
間
の

安
全
保
障
を
破
壊
す
る
武
力
行

使
に
強
く
反
対
。
テ
ロ
は
戦
争

で
は
な
く
国
際
犯
罪
、
犯
人
は

「
国
際
刑
事
裁
判
所
」
で
、
国

際
法
に
よ
る
公
丘
な
裁
判
を
、

と
述
べ
て
い
る
。

19
日
、
新
日
本
婦
人
の
会
中

央
本
部
で
は
、

「
テ
ロ
も
軍
事

報
復
も
ノ
ー
ー
国
際
法
に
基

つ

く
理
性
あ
る
解
決
を
ー
」
と
し

て
、
東

尿

・
神
田
神
保
町
で
緊

急
冒
伝
翁
動
を
展
開
。
小
泉
首

相
、
フ
ノ
シ

ュ
大
統
領
あ
て
の

一
言
メ

ヅ
セ
ー

ソ
を
集
め
た
。

超
党
派
国
会
議
員
も
、
20
日
、

参
議
院
会
館
内
で
、
集
会
を
開

き

「暴
力
」
と

「報
復
」
の
連

鎖

は
、
さ

ら
な

る
テ

ロ
を
生

み
、
果
て
し
な
い
武
力
の
応
酬

に
な

り
か

ね
な

い
、
よ

り
冷

静
、
理
性

的
な

対
応
を

議
論

し
、
問
題
点
を
話
し
合
う
。

ほ
か
に
も
日
本
キ
リ
ス
ト
教

協
議
会
等
多
く
の
団
体
が
同
趣

旨
の
声
明
を
出
し
て
い
る
。

エネルキコとエレクトロニクス
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・人 ひとりの 個 性 が 集 まって素敵 な社 会 をつくるように、

東 芝 グルー プ810社(国 内555社 、海 外255社)は 、それ ぞれ の会 社 の役割 を

}一分 に活 かしなが ら、み なさまのお役 に立 ちたいと願 っています。

くらしからオフィス、そして産 業社 会て、映 像 と情 報 と通 信 が 融 合 したマル チメディアが つくる、

生 き生 きとした社 会 をめざす私 たち。

その領 域 は、晴報 通 信 、家 電、産 業用 システム、エ ネルギー機 器 、メディカル、半導 体 、新 素材 、

音楽 ・映 像 、各種 サ ー ビスなど幅 広 く、さまざまです。

グルー プ24万 人の …入ひとりの思 いは、この美 しい地球 環 境 と調 和 しなが ら、

安 らぎの あるくらしを世 界の人々と分 かちあうこと。

そのために、私 たちグループ 各 社 は力を合 わせて豊かな価値 を創 造 し、

新 しい時 代 をきりひ らいていきます。
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性女2001年9月20日(木 曜 日)3)

称
名
寺

撒
芸
術
祭

横
浜
市
金
沢
区
の
名
刹
、

金
沢
文
庫
の
あ
る
称
名
寺
を

舞
台
に
し
た

「称
名
寺
芸
術

祭
」
か
、
今
年
は
9
月
30
口

(目
)
11
雨
の
場
合
10
月
7

日
に
順
延
目
に
称
名
寺
の
参

道
、
境
内
で
オ
ー
プ
ニ
ン
ク

ィ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
あ
と
ー
カ
月
間
、
金
沢
区

内
と
そ
の
近
郊
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
か
行
わ
れ
る
。

こ
の
芸
術
祭
は
今
年
で
3

回
目
。

「伝
統
文
化
を
継
承

醗

㈱

金子竜太郎

9月30日

 

し
、
芸
術
を
通
し
て
地
域
文

化
の
活
性
化
を
計
り
、
自
然

へ
の
感
謝
の
心
を
養
う
」
理

念

て
、
地
域

の
人

々

の
企

画
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
て
行
わ

れ
、
短
回
好
評
て
多
く
の
参

加
者
を
集
め
て
い
る
。

オ
ー
プ
ニ
ン
ク
で
は
、
朝

か
ら
参
道
や
境
内
の
フ
ー
ス

や
ス
テ
ー
シ
て
、
地

兀
ア
ー

テ

ィ
ス
ト
の
作
品
の
展

小
や

敗
売
。
手
作
り
の
体
験
フ
ー

ス
。
野
外
ス
テ
ー
シ
で
は

コ

設拶
糠 義

EPO

ン
サ
ー
ト
や
八
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
。
メ
イ
ン

・
イ
ベ
ン
ト
は

17
時
30
分
か
ら
特
設
ス
テ
ー

シ
て
の

「A

g
u
r
l
～
太

鼓
と
う
た
と
馬
頭
琴
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
。A

g
u
r
l
と
は

"
天
巡
"
。宇
宙
の
循
環
の
原

理
を
知

っ
て
、
天
と
と
も
に

め
ぐ
る
、
と
い
う
意
味
。
和

太
鼓
集
団

「鼓
童
」
の
中
心

メ
ン
バ
ー

・
金
子
竜
太
郎
、

新
し
い
ス
タ
ン
ス
で
音
楽
活

動
を
行

っ
て
い
る
シ
ン
ガ
ー

・
E
P
O
、
モ
ン
ゴ
ル
の
遊

牧
民
の
音
楽
に
出
会
い
、
宇

宙
物
理
学
の
研
究
者
か
ら
ホ

ー
ミ
ー

(
モ
ン
ゴ
ル
の
歌
唱

伝
)
と
馬
頭
琴
の
奏
者
に
な

っ
た
嵯
峨
治
郎
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
。
入
場
料
2
5
0

0
円

(
前
売
り
)
。

問
い
合
わ
せ

・
事
務
局

且
&
剛
0
4
5

・
7
8
8

・

9
1
1
Q
)

日 ・ 。 嵯 峨 ノ台 郎
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「市民の役割 をテーマに」

参加者の討論がメイン

日本ホランティア学会公開講座

 

講
師
の
発
表
は
わ
ず
か
15

分
、
あ
と
95
分
を
参
加
者
と

の
討
論
と
い
う
、
ひ
と
味
変

わ
っ
た
学
会
の
連
続
公
開
講

座
が
開
催
さ
れ
る
。
主
宰
団

体
は
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

会
、
通
し
テ
ー
マ
は
、

「現

代
社
会
に
お
け
る
市
民
の
役

割
」。こ
の
テ
ー
マ
な
ら
参
加

者
も
大
い
に
し
ゃ
べ
れ
そ

う
9

■
一
■
一
冒
一
一
■
■
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

連
続
講
座
は
圭
曜
日
の
午

後
、
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン

ハ
ス

(
都
営
地
下
鉄

・
白
山

駅
4
分
)
。
参
加
費
-
回
5
0

0
円
。
第
-
回
は
9
月
29
日
15
時

か
ら
。テ
ー
マ
と
講
師
は
「ボ

ラ
ン
タ
リ
ス
ム
と
公
共
性

・

社
会
正
義
」
川
本
隆
史

(東

北
大
教
授
)。

2
回
以
後

(
開
始
時
間
14

時
)
1
10
月
20
日

「シ

ャ
ド

ー
ワ
ー
ク
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
」
大

沢

真

理

(
東

大

教

授
)
▽
11
月
10
日

「自
立

・

自
律
」
藤
田
和
芳

(
大
地
の

会

・
代
表
)
▽
1
月
19
円
「現

実
と
理
念

・
日
常
と
非
日
常

性
の
間
」
喜
多
悦
子

(九
州

日
赤
看
護
人
学
)
▽
2
月
23

日

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
精
神

件
」
何
合
洋

(
何
合
ク
リ

ニ

ノ
ク
)
▽
3
月
30
口

「ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
」
天
野
祥
子

(精
華

大
教
授
)
。

問
い
合
わ
せ

日
本
ボ
ラ

■

■

■

出会 い ・感動 ・ネ ッ ト

ワ ー ク が 生 ま れ る

^毛聾

棘
蕪
遙
翻
鐙
麹

羅

続
認
羅
羅

霧
鎌
難
繊
腿

宿
泊
棟
か
ら
研
修
棟
に
向

か
う
途
中
、
オ
カ
リ
ー
ナ
の

か
わ
い
ら
し
い
琶
色
か
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
誘
わ
れ
る

ま
ま
に
近
付
く
と
、
会
館
の

東
屋
に
、
数
人
の
人
達
か
、

尋

塵
一
■
一
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
■
一
一
■
一
一
一
}
一
一
一
■

ン
テ

ィ
ア
学

会
事
務

局

・
森

下
面
0

7
4

2

・
43

・
7
0

rO
rO

一
一
■
■
一
凹
一
一
一
一
一
鴨
需
一
一
口
旧
一
疇
■
一
騨
騙
■
騨
「
偶
隔
■
瞬
隔
一
騨
■
零
一
一
一
}
一
「
■
一
騨
一
一
一
P
一
一
一
一
■
一
一
一
■
■
一
■
■
一
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
一
一

■
一
■
■
■
■
一
一
冨
一
一
■
層
剛
■
■
「
■
需
■
冒
卿
閑

受
講
料
5
万
円

(分
割
可
)

螺
女

性

の
た
め

の

政

治

ス
ク

ー

ル

「
女
性
の
た
め
の
政
治
ス

ク
ー
ル
」
が
第
8
期
生
を
募

集
し
て
い
る
。

同
ス
ク
ー
ル
は
、
93
年
か

ら
超
党
派

・
政
治
ス
ク
ー
ル

と
し
て
活
動
、
3
7
6
人
の

政
冶
に
関
心
の
高
い
男
女
修

了
生
を
送
り
出
し
て
き
た
。

第
8
期
は
10
月
か
ら
開
講
、

「地
球
時
代
の
教
育
を
考
え

る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

闇
一

ジ

ェ
ン

ダ
ー
、
環

境
、
医

療
、
歴
史
な
ど
の
問
題
を
追

究
す
る
。
デ

ィ
ベ
ー
ト
や
立

会
演
説
会
な
ど
参
加
型
授
業

も
あ
る
。

第
8
期
は
、
10
月
か
ら
、

原
則
と
し
て
月
1
回
、
第
3

土
曜
日
1
回
2
講
座
、
13
時

30
分
～
17
時
。
全
10
回
。
剛

堂
会
館

(千
代
田
区
紀
尾
井

町
、
地

・
永
田
町
駅
2
分
)
。

講
師

・
ク
レ

コ
リ
ー

・
ク

ラ
ー
ク

(多
摩
大
前
学
長
)

加
藤
タ
キ

(
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
)
、辛
淑
玉

(
人
材
育
成

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)
、前
田
日

徹

(福

島
県

三
春

町
教

育

長
)
、早
野
透

(朝
日
新
聞
編

集
委
員
)
、山
口
み
つ
子

(
市

川
房

枝
記
念

会
常
常

任
理

事
)
、
平
岡
啓

(
日
本
経
済
新

聞
)
ほ
か
。

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み

女
性
の
た
め
の
政
治
ス
ク

ー
ル
事
務
局
低
&
隙
03

・
5

5
1
2

・
2
7
3
8

(円
よ

り
子
事
務
所
内
)

ギ
タ
ー
や
ら
ア
コ
ー
テ

ィ
オ

ン
を
持
ち
寄

っ
て
、
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
を
奏
て
て
い
る
の
て

す
。
し
ば
ら
く
聞
き
入
り
、

ふ
と
気
付
く
と
、
た
く
さ
ん

の
人
が
集
ま
り
、
千
拍
子
や

ハ
ミ
ン
グ
を
し
て
い
る

。

昨
年
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
て

の
、
自
由
企
画
プ
ロ
ク
ラ
ム

の

一
場
面
て
す
。

今
年
も
ヌ

エ
ッ
ク
は
、
10

月
19
日
～
21
日
に

「ヌ
エ
ソ

ぱ
が
生
ま
れ
ま
す
。
庭
は
カ

フ

ェ
テ
ラ
ス
に
な
り
、
た
く

さ

ん
の
会
話

が
聞

こ
え
ま

す
。
ヌ
エ

ッ
ク
で
、
こ
れ
ま

て
で
き
る
な
ん
て
、
考
え
て

も
み
な
か

っ
た
様
々
な
こ
と

か
、
フ

ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
で

は
、
実
現
で
き
る
の
で
す
。

こ
の

フ

ェ
ス

テ

ィ
バ
ル

灘鐸購襲驚 壼
●

タ
エ
リ
リ

●

蓼
当
の
畿

●

轡
と

ク
2
0
0
1

・
全
岡
交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
は
、
夢
か
い

っ
ぱ
い
詰

ま

っ
て

い
ま

す
。
い

つ
も

は
、
殺
風
景
な
通
路
で
し
か

な

い
場

所
に
、
人
か

集

ま

り
、
情
報
を
交
換
す
る
ひ
ろ

は
、
最
初
、
ヌ
エ
ソ
ク
と
全

国
か
ら
集
ま

っ
た
実
行
委
員

か
、
悩
み
な
が
ら
コ
ン
セ
プ

ト
を
練
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
実
行

融

委
員
会
と
ヌ
エ
ソ
ク
と
の
共

催
、
今
年
は
、
ヌ
エ
ッ
ク

・

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
充
実
し
ま
す
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
成
長
し

て
い
る
の
で
す
。

今
秋
も
ま
た
、
嵐
山
で
新

し
い

「出
会
い

・
感
動

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。(
ま
る
み
)

独
立
行

政
法

人

国
立

女
性

教
育
会

館

(
ヌ
エ

ッ
ク
)
〒

3
5

5
1

0
2
9

2
埼

玉
県

比

企
郡

嵐
山

地
大

字
菅

谷
7

2
8
番

地

唇
0
4

9
3

・
6

2

・
6

7
1

1

(代

)

U
R

L

署
6

＼＼≦
≦
≦

コ
≦
G
e

qq
o

咽で
＼
団
ー
ヨ
p
二

≦
①
7
[富
露
Jc
【〇
一
(層

コ
薯
O
O

σq
o

モ

聞

こ
え

る
た

く
さ

ん

の
会

話
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みんなのべ一シてす 言いたいことや、知 らせたい

ことかあったら、どんとん投稿 して下さい.

電 言舌03(3343)1846編 集 部{

FAXO3(3348)1890

■■圏IOI蓼 巳■■■■圏,「9,「 ■II■ ■llllllllllll■1■ ■■圏1鵬991巳lllllI9■ 圏圏o■IIIB■ ■II■

W
W
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(ワ
ー
キ
ン
グ
・

ウ
ィ
メ
ン
ス
・
ネ
ノ
ト
ワ
ー

ク
)
は
い
ろ
い
ろ
な
団
体
、

個
人
に
よ
ひ
か
け
て
、
こ
の

ほ
ど

「女
性
差
別
撤
廃
条
約

・
選
択
議
定
書
批
准
を
促
進

す
る
会
」
を
た
ち
あ
け
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
選
択
議

定
書
の
批
准
か
大
事
な
目

標
。
選
択
議
定
書

(個
人
通

報
制
度
)
は
、
国
内
て
あ
ら

ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
も
解
決

し
な
い
場
合
、
国
連
に
訴
え

ら
れ
る
制
度
で
、昨
年
末
「女

性
差
別
撤
廃
条
約
」
に
選
択

議
定
書
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
が
出
来
る
の

は
、
議
定
書
を
批
准
し
た
国

た
け
で
す
。
日
本
は
司
法
の

独
立
と
か
な
ん
と
か
い
っ
て

ま
だ
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

な
ん
と
か
批
准
さ
せ
な
け
れ

謄

一

一

一

ば
な
り
ま
せ
ん
。

「

・批

准

す

る

会
」
で

は
、
ま

ず
括

動

の
手
始

め

に
、
10
月
20
口

(
⊥
)
13
時

30
分
か
ら
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
、
大
阪
シ

ャ
ン
プ
女
性
基

金
の
援
助
で

「絵
と
音
楽
と

ま
わ
り
姫

へ
」
。
「
女
性
差
別

撤
廃
条
約
」
名
訳
コ
ン
ク
ー

ル

入
賞

作
品

の
こ
の

物
語

を
、
絵

・
永
田
萌
、
ピ
ア
ノ

・
藤
崎
由
紀
子
、
朗
読

・
栗

原
景
子
で
、
楽
し
く
学
習
◇

2
部

ト
ー
ク

・
寺
沢
勝
子

弁
護
七

と
米

田
真
澄
さ

ん

(
「
促
進
す
る
会
」
代
表
)
で

発
言
者
、
大
募
集

「女
だ
か
ら
」
の
悔
し

い
思

い
を

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

女
性
の
た

め
の
国
際
や
く
そ
く
」
を
開

催
し
ま
す
。
絵
本
を
見
な
が

ら
ピ
ア
ノ
を
聞
き
な
が
ら
楽

し
く
条
約
と
議
定
書
を
学
び

ま
し
ょ
う
と
い
う
会
て
す
。

は
じ
め
に
◇
な
せ

「選
択

議
定
書
」
な
の
か
、
住
友
裁

判
か
ら
◇
1
部

絵
と
音
楽

も
の
が
た
り

「世
界
中
の
ひ

9

月

25

日

幻

◆
旬
の
話
題
か
ら
共
生
を
探
る

10
時

H
月
25
日
㈹
ま
て
全
6
回

芦
屋
市
女
性
セ
ン
タ
ー

「旬
な

話
題
に
ひ
そ
む
シ
ェ
ン
ダ
ー
」
上
村

く
に
ご

(
甲
南
大
教
授
)、
「女
と
男

と
家
事
の
関
係
」
塚
原
東
吾

(神
戸

大
助
教
授
)
他

全
回
通
し
5
0
0

円

申
込
み

往
復
は
が
き
に
講
座

名

・
住
所

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
明

記
、
芦
屋
市
大
原
町
2
1
6
ラ

・
モ

ー
ル
芦
屋
2
階
芦
屋
市
女
性
セ
ン
タ

ー

「
男
女
共
生
セ
ミ
ナ
:
」
係

◆
ケ
ア
の
心
理
学

13
時
30
分

10
月
30
日
ま
て
毎
火

曜
全
6
回

東
京
瓦
会
館

(飯
田
橋

駅
西
口
)

「総
論

ケ
ア
の
心
理

学
」
田
村
毅

(
東
京
学
芸

大
助
教

授
)、
「精
神
疾
患
と
家
族
ケ
ア
」
木

村
恭
子

(
[口
赤
武
蔵
野
短
入
)
他

全
回
-
万
8
0
0
0
円

申
込
み

・

問
合
せ

㈱
青
少
年
健
康
セ
ン
タ
ー

"
03

・
3
9
4
7

・
7
6
3
6

◆
消
費
者
問
題
講
演
会

11
時

生
活
情
報
ぷ
ら
ざ

(天
満

橋
駅

す
く
)

「介
護
保
険
、
1
年

た

っ
て
の
現
状
と
問
題
貞
」
橋
田
良

丈
(ケ
/
マ
ネ
ー
、
ノ
ヤ
ー
協
議
会
長
)

無
料

申
込
み

関
西
消
費
若
協

会
酋
06

・
6
9
4
5

・
1
1
0
0

◆

「
フ
ノ
シ

ュ
ー1
小
泉
」
と
い
う

危
険
な
関
係
1

「な
ら
ず
者
国
家
」

ア
メ
リ
カ
を
問
う

18
侍
狛
分

殴
甲

〆ヒ

,

.々ヒ

/

タ
i

(地

・
後
楽
園
駅
3
分
)

武

藤

↓
羊

(
ピ
ー
プ
ル
ス
プ
ラ
ン
研
究

所
)

7
0
0
円

主
催

国
連

・

憲
法
問
題
研
究
会

連
絡

且
03

・

3
2
6
4

。
4
1
9
5

9
月

26
日
凶

◆
起
業
の
道

セ
ミ
ナ
ー
カ
リ
キ

三
フ
ム

ー0
時
～
17
時
30
分

女
性
と
仕
事

の
未
来
館

(J
R

・
田
町
駅
3
分
)

「
女
性
起
業
家
の
成
功
事
例
」「
事

業
計
画
と
資
金
計
画
」
「会
社
設
立
の

手

順
」

16
時
30
分
～

「個

別

相

談
」

講
師

船
橋
い
ね

(
ワ
ィ
フ

ロ
モ
…
シ
ョ
ン

・
イ
ネ
)
他

主
催

同
館

励
03

。
5
4
4
4

・
4
1
5

◆
安
全
な
牛
乳
と
酪
農
業
を
考
え

る
生
産
者
と
消
費
者
の
集
い

13
時
30
分

衆
院
第
-
議
員
会
館

(地

・
国
会
議
事
堂
前
駅
)

「
狂

牛
病
問
題
に
つ
い
て
」

主
催

全

国
乳
価
共
闘
会
議

問
合
せ

費
03

・
3
4
5
1

・
4
7
2
1

(
全
[
農

・
御
地
合
)

◆
N
P
O
福
祉
マ
ン
シ
ョ
ン
を
つ

く
る
会
友
た
ち
村
セ
ミ
ナ
ー

14
時

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
フ
ラ
サ

(
地

・
表
参
道
駅
7
分
)

荻
原
み

と
り

7
0
0
円

順
込
み

福
祁

マ
ノ
ソ
3
ン
を
つ
く
る
会
廓
務
局
n

B

°
3
7
2
9

°
3
9
4
2

◆
小
泉
改
革
に
反
対
す
る
秋
の
集

会

一
讐
嘗
■
一
響
0
曽
噛
■
鱒
9
輔
層
一
需
一
需
一
一
一
騨
一
一
一
一
一
一
一
一
暉
工

「
}
一
一
一
一
}
一
一
一
一
■
■
騨
冒
一
騨
一
【
■
一
一
一
騨
■
「
凹
一
一
一
鱒

18
時
30
分

総
評
会
館

(地

・
新

御
茶
ノ
水
駅
B
3
)

「
小
泉
構
造

改
革
と
は
何
か
」
金
子
勝

(慶
大
教

授
)、
「韓
国
に
お
け
る
構
造
改
革
反

対
の
闘
い
」
ユ

・
ト
ク
げ
ン

(韓
国

民
主
労
総
)
他

5
0
0
円

連
絡

有
期
雇
用
労
働
者
権
利
ネ

ノ
ト
ワ

ー
ク
慰
03

・
3
4
3
4

・
0
6
6
9

◆
そ
こ
か
知
り
た
い
派
遣

・
契
約

社
員18

時
30
分
、
27
日
困
18
時
30
分

豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館

(他
袋
駅
西

ロ
ー0
分
)

9
/
26

「派
遣

・
契
約

社
員
て
働
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
ω
～

労
働
契
約
締
結
の
際
の
庄
意
貞
」
、9

/
27

「中
途
解
除
、
解
雇
、
損
害
賠

償
へ
の
対
応
策
」

鴨
田
暫
郎

(
弁

護
土
)

申
込
み

土
子
労
政
事
務

所
僧
03

・
3
9
0
0

・
0
1
1
7

9

月

27

日
木

◆
す
ず
か
け
大
学
公
開
講
義

10
時
、
10
1-
4
日
困
10
時

す
み

た
女
性
セ
ン
タ
ー

(押
L
駅
5
分
)

27
日

「ホ

ノ
ブ
ス
テ

ノ
フ
再
就
職

～
わ
た
し
の
場
△
口～
」
高
坂
美
幸
(
㈱

リ
ク
ル
ー
ト
H
R
テ
ィ
ヒ

ノ
ヨ
ン
)、

中
村
喜
佐
r

(㈲
福
寿
か
が
や
き
)、

成

島
患
美

(シ
モ

ノ
マ
商
事
㈱
)

他
、
10
月
4
日

「墨
田
区
の
企
業
は

八
,」
関
満

博

(

橋
人
人

学
院
教

授
)

無
料

申
込
み

同
ヒ

ノ
ク

ー
君
03

・
5
6
0
8

・
ー
7
7
1

◆
ハ
ハ
と
マ
マ
か

一
緒
に
子
育
て

"子
育
て
"
神
話
を
解
く

14
時

名
古
屋
Y
W
C
A
ビ

ノ
グ

ス
ペ
ー
ス

(地

・
栄
駅
2
分
)

大

日
向
雅
美

(恵
泉
女
学
園
大
教
授
)

1
3
0
0
円

主
催

名
古
屋
Y

W
C
A
女
性
委
員
会
面
0
5
2

・
9

ρ0
1

。
7
7
0
7

◆
経
済
産
業
省

「男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
研
究
会
」
報
告
書
を
よ
む

18
時
30
分

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京

(飯
田
橋
駅
7
分
)

大
沢
真
知
了

(日
本
女
了
大
教
授
)

5
0
0
円

主
催

女
性
ユ
ニ
オ
ン
東
京
倉
03

。
5
3
5
2

。
6
6
3
0

◆
卒
淑
玉
さ
ん
と
考
え
る

「ま
す

ま
す

ヘ
ン
ー
こ
わ
い
強
ま
る
国
家
主

義
」18

時
30
分

東
京
ウ

ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
サ

ー
5
0
0
円

主
催

・
問
合

せ

ア
シ
ア
女
性
資
料
セ
ン
タ
ー
僅

ヨ0

.
3
7
8
0

.
5
2
4
5

◆
下
地
島

(宮
古
)
パ
イ
ロ
ノ
ト

訓
練
飛
行
場

へ
の
自
衛
隊
基
地
誘
致

決
議

(伊
良
部
町
議
会
)
の
実
情

19
時

中
野
勤
労
福
祉
会
館

(
J

R

・
中
野
駅
南
口
5
分
)

寺
川
潔

(
ノ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

資
料
代
6

0
0
円

呼
ひ
か
け

仲
縄

・

坪

反
戦
地
主
会

・
関
東
フ
ロ
ノ
ク
酋
0

9
0

・
3
9
1
0

●
4
1
4
0

◆
ス
カ
ン
シ
ナ
ビ
ア
か
ら
の
メ
ノ

セ
ー
シ
～
女
性
の
視
点
て
語
る
～

19
時

と
よ
な
か
男
女
共
同
参
画

推
進
ヒ
ン
タ
ー
す
て

っ
ぷ

(
阪
急

・

曹
中
駅
前
)

「
催
祖
政
策
と
女
性

の
地
位

一
ヒ
ル
キ

ノ
タ

・
フ
レ
イ
レ

層
需
■
一
一
扁
一
一
一
一
一
一
一
一
鴨
一
「
一
一
一
騨
層
隔
騨
胴
聰
一
日
卿
9
一
一
一
一
〇
一
[
曽
一
一
一
一
一
一
一
闇
一
幽
一
圃
囎
磨
↓

朧
齢
一
一
一

一
一
一
一
塵
■
一

(
ス
ト

ノ
ク
ホ
ル
ム
市
議
)
、
「女
性

と
労
働
環
境
」
三
井
マ
リ
子

(女
性

政
策
研
究
家
)
他

5
0
0
円

問

合
せ

同
所
恰
06

・
6
8
4
4

・
9

ワ
π7
r3

9

月

28

日
金

◆

「ト
イ
ツ
婦
道
記
1
あ
る
商
人

の
娘
の
場
合
」

15
時
、
10
月
12
日
ま
て
毎
金
曜
全

3
回

東
京
Y
W
C
A
砂
土
原
セ
ン

タ

ー

(
地

・
市
ケ

谷

駅
5
出

口
5

袋
駅
西
ロ
ー0
分
)

「あ
な
た
の
お

子
さ
ん
、
誰
の
た
め
何
の
た
め
」

無
料

問
△
口せ

同
事
務
局
徹
03

・

3
3
5
4

・
2
5
4
3
藤
村

13
時
30
分

ン
ニ
ア
ワ
ー
ク
東
京

(飯
田
橋
駅
7
分
)

講
演

伊
藤

嘉
昭

(前
仲
縄
大
教
授
)
、テ

ィ
ス
カ

ノ
シ

ョ
ン

「沖
縄
の
自
然
を
と
う
守

っ
て
い
く
か
」
、報
告

8
0
0
円

問
ムロ
せ

八
重
山

・
白
保
の
侮
を
守

る
会
"
03

・
3
2
2
0

・
3
5
2
9

◆
性
と
生
の
講
座

「女
性
の
人
権

と
売
買
春
」

14
時

新
宿
区
立
女
性
情
報
セ
ン

タ
ー

(地

・
曙
橋
駅
5
分
)

講
師

高
橋
喜
久
σ

(矯
風
会
会
長
)

申
込
み

同
所
盈
03

・
3
3
4
1

・

0
8
0
1

◆
D
V
防
止
法
を
地
域
に
活
か
す

た
め
に

14
時

す
て
っ
ぷ

(
阪
急

・
豊
中

駅
前
)

女
性
の
た
め
の
エ
ン
パ
ワ

ー
護
身
法

無
料

主
催

ス
ト

ノ

ブ
D
V

・
と
よ
な
か

申
込
み

慰

&
瀦
06

・
6
8
4
1

・
6
5
5
0

◆

「あ
ふ
な
い
教
科
書
は
い
ら
な

い
ー
」
報
告
交
流
集
会

18
時

三
鷹
労
政
会
館

(
三
鷹
駅

南
口
)

栃
木
県
下
都
賀
郡
ほ
か
各

地
の
報
告

5
0
0
円

蓮
絡

谷

島
費
0
4
2
2

・
44

・
0
3
6
4

9

月

30

日
印

◆
J
C
O
臨
界
被
曝
事
故
2
周
年

追
障
11
10
時
35
分

旧
科
学
技
術

庁
前

集
会
U
13
時

文
扇
区
民
セ

ン
タ
i

(地

・
合
日
駅
す
く
)

「原

r
力
を
め
く
る
最
新
の
動
き
と
J
C

選
択
議
定
書
を
批
准
す
る
と

何
が
ど
う
変
わ
る
か
徹
底
討

論
。参
加
費
1
0
0
0
円
(
学

生
5
0
0
円
)
。

こ
の
2
部
の
ト
ー
ク
シ

ョ

ー
で
発
言
者
を
広
く
公
募
し

9

月

29

日

土

◆
ト
メ
ス
テ
ノ
ク

・
ハ
イ
オ
レ
ン

ス
と
私

D
V
対
策
の
先
進
国
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
に
学
ひ
考
え
る
旅

13
時

労
働
ス
ク
エ
ア

(地

・
八

J
堀
駅
2
分
)

西
館
代
志
子

(作

家
)、佐
々
木
静
了

(産
婦
人
利
医
)

お
し
ら
せ

t"、

oo

 

分
)

川
戸
れ
い
アf

(恵
泉
女
学
園

人
教
授
)

5
5
0
0
円

(1
回
2

0
0
0
円
)

申

込
み

・
問
合
せ

同
所
鯉
03

・
3
2
6
8

・
4
4
5
1

◆
許
す
な
〃
個
人
情
報

「強
奪
」

法
案
9

・
28
市
民
の
集
い

18
時
30
分

渋
谷
勤
労
福
祉
会
館

(渋
谷
駅

ハ
チ
公
口
)

古
村
英

(目
本
消

費
者
連
盟
)、
首
藤

貫
男

⊃

∀
ー
ナ
リ
ス
ト
)
他

5
0
0

円

寺
催

反
監
視
ネ
,、
ト

◆
結
婚
の
意
味
を
問
う
継
続
討
論

19
時

瞥
島
勤
労
福
祖
会
館

へ池

2
0
0
0
円

主
催

女
性
の
安

全
と
健
康
の
た
め
の
支
援
教
濤
セ
ン

タ
ー

申
込
み

・
問
合
せ

騨
03

・

5
6
8
4

・
1
4
1
2

◆
福
祉
事
務
所
と
仲
良
し
に
～
女

性
の
た
め
の
福
祉
活
用
術

13
時
30
分

城
野
公
民
館

(
小
倉

南
区
、
J
R

・
城
野
駅
5
分
)

小

島
千
恵
子

(元
北
几
州
巾
家
庭
福
祉

相
談
員
)

1
0
0
0
円

玉
催

女
性
と
健
康
ネ

ノ
ト
ワ
ー
ク
倣
0
9

8

・
5
4
1

・
5
8
0
5

◆
い
ま
、
沖
縄
の
自
然
か
あ
ふ
な

て
い
ま
す
。
発
昌
は
、

「女

だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、

悔
し
い
思
い
や
悲
し
い
思
い

を
し
た
こ
と
。
自
分
が
悪
い

と
か
、
個
人
の
問
題
と
思
わ

ず
、
口
に
出
し
、
文
に
書
い

て
み
ま
し

ょ
う
。
A
4
判
1

枚
以
内
で
思
い
を
書
き
、
連

絡
先
を
書
い
て
、
W
W
N
ま

で
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
で

送

っ
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切

り

10
月
5
日
。

当
[口
、
発
言
を
お
願
い
す

る
方
に
は
連
絡
し
ま
す
。
そ

の
他
の
方
も
送

っ
て
頂
い
た

原
稿
は
、
来
年
発
行
す
る
冊

子
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

隙
は
06

・
6
9
4
1

・
8

7
0
0
、
メ

:

ル

≦
ま

コ

◎

ヨ
冤
o
ヨ
窪
一
=
o
」
℃

訂
正

9
月
10
口
号

パ
ン
フ
紹
介

「
平
和
の
ひ
ろ
ば
を
求

め
て
」
で
、
問
い
合
わ
せ
の
谷
津
さ
ん
の
電
話
番
号
が
違

っ
て

い
ま
し
た
。
正
し
く
は
低
03

・
3
3
8
6

・
0
7
4
9
で
す
。

■
■
■
一
一
一
騨
一
一
囎
需
一
一
一
一
一
■
冒
■
一
曽
需
一
鱒
輔
一
「
葡
麗
層
冒
冒
一
冒
一
■
騨
願
一
鞘
騨
層
「
一
需
層
零
「
層
富
一
囎
応
冒
一
一
曽
一
一
■
一
■
一
需
鱒
凹
一
鱒
一
一
曽
一
騨
一
一
9
騨
一
騨
麗
一
騨
需
"
9
騨
鱒
O
曽
一
曽
一
■
一
曽
一
一

0
事
故
2
周
年
」
小
泉
好
延
、

「原

子
力
発
電
を
斬
る
」
中
村
敦
夫

(参

議
)
他
、
終
了
後

ハ
レ
ー
ト

ー
0

0
0
円

主
催

同
実
宥
委

連
絡

た
ん
ぽ
ぽ
舎
盛
03

・
3
2
3
8

・

Q
)0
3
【D

◆
子
育
て
と
虐
待

"愛
"
と
権
力

の
乱
用
に

つ
い
て

13
時
30
分

ド
ー
ン
ヒ
ン
タ
i

「親
の
ケ
ア
の
問
題
と
課
題
」
津
村

簾

(
女
性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

研
究

所
)
、連
鎖
の
構
図
-
当
事
者
と
し
て

ー

参
加
者
ト
ー
ク

主
催

日
本

女
性
学
研
究
会

問
合
せ

面
06

・

6
6
8
1

・
9
7
6
6
松
本

◆
見
て
感
し
て
考
え
て
映
画
上
映

会
&
監
督
の
お
話
を
聞
く
会

ト
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「夢
は
時
を
こ
え
て

津
田
梅
子
か
つ
む
い
た
絆
」

上
映
14
時
、
17
時
30
分
、
講
演
16

時

白
井
市
文
化
会
館

藤
原
智
了

(同
映
画
監
督
)

無
料

問
A口
せ

白
井
市
男
女
共
同
参
画
班
費
0
4

7

・
4
9
2

・
1
1
1
1

10

月

1

日

剛

◆
お
話
と
朗
読

「
道
草
を
く
い
な

か
ら
」
14
時

東
泉
Y
W
C
A
カ
フ
マ
ン

ホ
ー

ル

(
J
R

・
御

茶
ノ
水

駅
5

分
)

庁
田
A,日
デ

3
5
0
0
円

(前
売
り
)

ト
借

・
申
込
ゑ

喫

泉
Y
W
く
A
板
橋
ヒ
ン
タ
ー
脅
&
隙

3

°
3
9
6
9

°
3
5
8
2

0

10

月

2

日

火

◆
M
I
W
千
夜

一
夜

・
子
と
も
の

心
の
声
を
聞
く

18
時
30
分

千
代
田
区
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
i

(
J
R

・
秋
葉
原
駅

7
分
)

甲
斐
真
路

(
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
)

申
込
み

同
セ
ン

タ
ー
且
03

・
5
8
2
3

・
0
7
7
2

10

月

3

[口
湘

◆
N
H
K
第
1
回
裁
判
-
女
性
国

際
戦
犯
法
廷
番
組
改
編
を
問
う

10
時
30
分

東
京
地
裁
7
2
1
号

法
廷

19
時

東
京
ウ
ィ
×
ン
ス
プ

ラ
サ

報
告
簗
会

「表
現
の
自
由
は

誰
の
も
の
9
」

問
合
せ

V
A
W

V
I
N
E
T
ジ

ャ
パ
ン
"
茂
隙
03

・

5
3
3
7

・
4
0
8
8

◆
J
A
W
W

「世
界
人
権
差
別
撤

廃
会
議
」
報
告
会

18
時
30
分

東
京
ウ
ィ
メ
ノ
ズ
プ

ラ
サ

岩
撫
明

(外
務
省
)、石
毛
え

い
チ

(衆
議
)
、房
野
桂

(
I
A
W
W

副
代
表
)
他

5
0
0
円

(特
別
資

料
費
別
途
)

主
催

J
A
"
W
(日

本
女
性
監
視
機
構
)

連
絡

隙
03

・
3
9
6
3

・
3
8
2
5

◆
非
正
規
労
働
を
考
え
る
セ
ミ
ナ

ー8
時
30
分
、
10
月
5
日
囹
18
時
30

分

亀
戸
文
化
ヒ

ン
タ
ー

(J
R

・

亀
月
駅
す
く
)

10
/
3

「労
働
判

例
か

り
考
え
る
引
σ
規
労
働
を
め
.
・

る
ト

ノ
ノ
几

山
本
ー
.～

(法
政
欠

講
師
)、10
/
5

「フ
リ
ー
タ
ー
」
を

考
え
る
下
山
昭
夫

(
淑
徳
大
教
授
)

申
込
み

亀
戸
労
政
事
務
所
"
03

・
3
6
8
2

・
6
3
2
1

◆
と
う
な

っ
て
る
の
?
日
本
の
裁

判
～

「日
独
裁
判
官
物
語
」
上
映
と

講
演
の
夕

べ

18
時
30
分

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

(下
北
沢
駅
5
分
)

「司
法
を
身
近

な
も
の
に
す
る
た
め
に
」
増
田
れ
い

子

(
ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

主
催

実
行
委

連
絡

渋
谷
共
同
法
律
肇

務
所
唇
03

・
3
4
6
3

・
4
3
5
1

◆
早
稲
田
N
G
O

・
N
P
O
体
験

塾
18
時
30
分

11
月
21
日
ま
で
毎
水

曜
全
8
回

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
館

国
際
協
力
、
村
会
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

入
門
講
座

講
師

船

戸
良
隆

(
国

際
協
力
N
P
O
セ
ン
タ
ー
理
事
長
)

他

7
0
0
0
円

(1
回
1
0
0
0

円
)

問
合
せ

早
稲
田
奉
付
園
費

03

・
3
2
0
5

・
5
4
0
7

10
月
-劃

◆
ト
ー
ク
&
シ
ネ
マ

ー4
時

津
田
ホ
ー
ル

(J
R

・
r

駄
ケ
谷
駅
前
)

映
画

『告
発
の
石

乃
』、講
演

・
福
島
瑞
穂

(
参
議
)
1

5
0
0
円

申
込
み

9
月
26
日
取

ま
で

ー
催

財
津
田
塾
会

申
込

み

.
費
03

.
3
1

・
2

.
§

3
ワ
ニ

牌

一
地

晶
展
7
㍉
の
≒
鮨
是

曲
人
暑
〒隠
V、

火

災

保

険

7

18

補

償

さ

れ

ぢ

い

馬

曙

よ

。

ー窃泌
馨

鑛

撫

梅
噸
%

協

由 保険料の改定と耐震性能に応じた割引制度の導入で
ご負担が軽くなりま魂

10月1日以 降危険開始のご契約から、保険料の改定とあわせて、住 宅の耐震性能に応じた保険

料の割引制度が導 入されます。住宅が次の①または②のいずれかに該当する場合に、所定の

確 認資料事をこ提 出いただきますと、地震保険料に10%～30%の 割 引が適 用されます。なお、

本割引は、確認資料をご提出いただいた日以降の保険期 間について適用されます。

*所定の確認資料とは次のとおりです。

建築年割引の場合'建物登記簿謄本(写)、建物登記済権利証(写)、建築確認書(写)

耐震等級割引の場合 建設住宅性能評価書(写)(未交付の場合は設計住宅性能評価書(写))、耐震性能評価書(写)

① 建築年割引:10%割 引 昭和56年6月 旧 以降に新築された建物である場合。

お支払いいただく保 険料は、建物およびその建物に収容される家財それぞれについて、算出され

ます。例えば建物にL㎜ 万円の地震保険を、こ契約期間1年 で加 入されたと仮定してみますと、

その建物の構造と所在する地域およひ新築年月または耐震性能により、ドの表のようになります。

②耐震 等級割引:住 宅の耐震等級に応じて10%～30%割 引

「住宅の品質確 保の促進等に関する法律」に基づく耐震等級(構 造躯体の倒壊 等防止)を

有している場合、または国土交通省の定める「耐震診 断による耐震等級(構 造躯体の倒壊

等 防止)の 評価指針」に基つく耐震等級を有している場 合。

・詳しくは、下記損害保険会社の相 談窓口または代理店にご相談ください。

非木造(鉄 筋コンクリート造・鉄骨造)一

白 地震災害には、地震保険が必要です.
地震保険は、地震 噴火またはこれらによる津波を原因とする火災、損壊、埋没、流失の損害を

補償する地震災害専用の保険です。

由 地震による火災などの損害から

建物と家財を守れるのは、地震保険です,
地震を原 因として発生 した火災や、発生原 因を問わず地震によって延焼 ・拡 大した火災も、

火災保険では補償 されません。このような火災を含め、地震からあなたの大切 な建 物と家

財を守るためには、火災保険とセノトで地震保 険をこ契約いただくことが必 要です。

憂地爽保険は火夏保険のこ契約期間の中途からでもこ契約いただけます。

自 万一の時にも、充実の補償内容で凱
地震保険の契約金額は、建物およひその建物に収容される家財それぞれについて、火災保険

の契約金額の30%～50%の 範 囲内でお決めいただきます。ただし、建物5 ,㎜ 万円 家財1,㎜

乃円が限度となります。お支払いする保険金は、建物と家財 各々の損害程度に応じて、次の割

全損 の 場合ゆ地震保険の契約金額の全額

半損 の 場合ゆ地震保険の契約金額の50%
一部損の場合ゆ地震保険の契約金額の5%

合 で 支 払 わ れ ます 。

※賃貸住℃ お住ましの方で 氷財のみ火災保険に加人された場

/再 も地震保険をこ契約いたノ ナまξ

るもま

■保険金額1,000万 円の場合の年間保険料(保 険のこ契約期間1年)

を家が

造木

わ

地震保険

耐震等級3

の建物

害り弓1率30%)

昭和56年6月1

以降または1

醸 等級1の酬
(割引率10%)・

耐震等級2

の 建物

(害U弓1率20%)

改定後保険料改定前保険料

霧聯 鍵
講翻
麹
繍繍

4,500円

6β00円

屡2,2轟0円

壌5,8βo円

5,000円

7,000円

13,500円

17,500円

5,000円

7,000円

13,500円

17,500円

割引の適用 を受けた場合

耐震等級3
の建物

割引率30%〉

耐震等級2
1の 建物

物1(割 引率20%)

遡
讐翔欝綴
蓬鰯麟 欝

裂鱗 奪癬難

昭和56年6月

以降または

耐震等級1の 建

(割引率10%)

紛,800再

肇4,900汚

21,200円

32、000円

改定前保険料1改 定後保険料

建物の構造

地等

12,000円

16,500円

23,500円

35,500円

14,500円

20,000円

28,000円

43,000円

1等地

2等地

3等地

4等地
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る

今
年
４

月

、
和
歌

山
市
で

介

護
サ

ー

ビ
ス

を
受
け
て

い

た
１

大

暮

ら

し

の

女

性

が

殺

害

さ

れ

、
女

性
の
ケ
ア

プ
ラ

ン

を
立

て

た
介

護
支
援

専
門

員
（

ケ
ア

マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
）

が
逮
捕

さ
れ

た

。
介

護
保
険

制
度

が
ス

タ
ー

ト
し
て

１

年
半

。
利
用

者
で

あ

る

市
民
と

、
福

祉
や

介
護
の

現

場
で

働

く
専
門

家

が
一
堂
に

会

し

、
「

安
心
し
て

利
用

で

き
る

介

護
サ

ー
ビ
ス

」
を

考
え

る
シ

ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
、
８

日

、
東
京

の

女
性
と

仕
事
の

未

来
館
（

樋

口

恵
子
館

長
）
で

行

わ
れ
た

。

☆
　
　
　

☆

シ

ン

ポ
ジ
ウ

ム
は

、
社
会

福

祉
士

、

介
護
福

祉
士

、
医
療
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー

カ
ー

な
ど
５

つ

の
専

門
職

団
体
と

、
高
齢
社

会

を
よ

く

す
る
女

性
の

会
、

女
性

と
仕

事
の

未
来

館
が

共
催

。
樋

口

恵
子
さ

ん
が

基
調

講
演

を
行

い

、
こ

の

後

、
４

人
の

パ

ネ
リ

ス
ト

が

、
沖
藤

典
子
（

ノ
ン
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
作

家
）

さ
ん
の

司

会
で

討
論
し

た

。

和

歌

山

市

の

事

件

に

つ

い

て

、
病
院

勤
務
の

ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ

ー
カ

ー
で

、
ケ
ア

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
の

資
格
を

持
つ

松
井

久
典

さ
ん

は

、
「
ケ
ア

マ

ネ
の

多
く

が

サ

ー

ビ
ス

事

業

者

に

所

属

し

、
要

介
護
認

定
か

ら
ケ
ア

プ

ラ

ン

作

成
、
サ

ー

ビ
ス

ま
で

一

手
に

引
き

受
け

る

。
利
用

者
の

プ
ラ

イ

バ
シ
ー

を
丸

ご
と

知
る

立

場
に

あ
り

、
世
話

す
る

・
さ

れ

る
の

関
係
の

中
で

は
、
上

位

に

立
つ

。
そ
の

立
場

を
利
用

し

た

ぶ

っ
て

は

な
ら

ぬ
事
ケ

。

し
か

し

、
人
間

、
魔

が
さ

す
こ

と

も
忘

れ
て

は

な
ら

な
い

」
。
ま

た

、
１
人

暮
ら
し

の

お
年

寄
り

が
増
え

る
な
ど

、
ケ

ア
の

「
密

室

性
」

を
指
摘
し

た

。

ケ
ア
マ

ネ

ー
ジ

ャ
ー
は

、
都

道

府
県
の

資
格

試
験
に

合

格

、

一
定

の
研

修
を

受
け

認
定

さ
れ

る

。
資
格

を
持
つ

人

は

、
全
国

で
約
2
0
万

人

。
事
業

者
に

所
属

す

る
一

方
、
報

酬
面
で

独

立
が

困
難

な
ど

の
理

由
で

兼
業
で

働

く
人

も
多

く

、
実
働

は
３

分
の

１
と

も

言
わ
れ

る

。
「
ケ
ア

マ

ネ
個

人
の

資
質
の

み

な
ら

ず

、

職
業

倫
理

、
事

業
者

倫
理

が
問

わ
れ

る
」

と

、
沖
藤

さ
ん

。

国

家
資

格
を

持
つ

介
護

職
2
5

万
人

が
加

入
す

る
「

日
本

介
護

福
祉

士
会

」
会

長
の
田

中

雅
子

さ
ん

は

、
「
犯

人
は

特
養

な
ど

の
施

設
を

転
々
と

し

、
金
銭

ト

ラ

ブ
ル

で

退
職
し
て

い

た
と

聞

く

。
採
用

に
当

た
っ
て

事

業
者

は

、
か
つ
て

の

職
場
の

所

属
長

の
推

薦
を

取
り

、
履

歴
の

虚
偽

を
調

べ
る

な
ど

、
チ

エ

″
ク
体

制
を

強
化

す
る
こ

と

」
と

提
起

し
た

。顔

の

見

え

る

関

係

作

り

を

事

件
後

の
６

月

、
厚
生

労
働

省
は

、
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
の

資
格

取
り

消
し

要
件
に

▽

罰
金

以
上
の

刑

に
処
せ

ら

れ
た

場
合

▽
業

務
に

関
し
て

犯

罪
ま

た
は

不
正

の
行

為
を

行

っ
た
場

合
－

を
追

加

、
介
護

保
険

法
に

基
づ

く

政
令

を
改
正
（

９

月
施

行
）
。

同
時

に
過

去
に
こ

れ

ら
が

あ
っ

た
場

合

、
資
格

試
験
の

受

験
を

認
め

な
い

よ
う

、
省

令
を

改
正

し
た

。
「
立
場

上

、
利
用

者
の

お
金

の
問

題
に

さ
わ

ら

ず
に

と
い

っ

て

も

難

し

い

」（

松

井

さ

ん
）
。

「

高

齢

者

と

金

銭

管

理

の

問

題
」
で

は

、
「
同
居
の

母

親
（
9
6

歳
）

が

、
週
３

回
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ

ー

、
週
２

回

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

、
他
に

シ
ョ

ー
ト

ス
テ

イ
を

利
用

」
と

い
う

駒
野

陽
子

さ
ん

が

、
「
母

の
金

銭
管

理
は

、
近

所
に

住
む

弟
と

一
緒

に
や

り

、

ご み 捨 て 場｣ で 生 き る

●…第2 の ズモーキーマウンテン。が問うもの…●

ドキュメンタリー『神の子たち』

厂
ト
ト

昨
年
７
月
1
0日

、
フ
ィ
リ

ピ

ン

ー
マ
ニ
ラ
首
都
圏
ケ
ソ
ン
市

の
パ
ヤ
タ
ス

ご
み
集
積
場
で

ご

み
山
が
崩
れ
た
。
台
風
で
、
ご

み
山
の
地
盤
が
緩
ん
だ
の
が
原

因
と
さ
れ
て
い
る
。
周
辺
地
域

に
住
ん
で
い
た
「
拾
い
屋
」
と

言
わ
れ
る
人
々
の
住
居
が
下
敷

き
と
な
り
、
1
0
0
0

人
以
上

の
死

者
が
出

た
と

も
。
政
府

は
、
事
故
の
５
日

後
、
パ
ヤ
タ

ス

ご
み
捨
て
場
へ
の
ご
み
の
搬

入
を
中
止
し
た
。

こ
の
映
画
は

、
ご
み
を
拾
い

暮
ら
す
３
家
族
の
、
ご
み
搬
入

再
開
ま
で
の
半
年
間
の
生
活
を

追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

ア
ジ
ア
饋
大
の
ス
ラ
ム
と
呼

ば
れ
て
き
た
マ
ニ
ラ
市
北
の
巨

大
ご
み
捨
て
場

ズ

モ

ー
キ
ー

マ
ウ
ン
テ
ン
％
9
5年
、
政
府
は

同
所
を
強
制
撤
去
。
人
々
の
一

部
は
、
パ
ヤ
タ
ス

ご
み
捨
て
場

に
移
り
住
ん
だ
。
第
２
の

叉

モ

ー
キ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
”
と
も

呼
ば
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
農
村
か

ら

流
れ
て

き
た

貧
し

い
移
民

だ
。
毎
日
3
0
0
0

ト
ン
も
の

ご
み
が
運
ば
れ
て
く
る
。
当
初

5
0ヘ
ク
タ
ー
ル
だ
っ
た

ご
み
捨

て
場
は
、
今
、
7
0ヘ
ク
タ
ー
ル

に
広
が
っ
た
。
４
歳
く
ら
い
の

ふ
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
早
朝
か

ら

深
夜
ま
で

ご
み

拾
い
に
出

る
。
手
か
ぎ
棒
を
器
用
に
使
っ

て
、
ご
み

を
よ
り
分
け
、
再
生

で

き

る

も

の

を

分
別

し

て

売

り

、

生
活

費
に
す

る
の

だ

。
日

収
約
６

０
０

円

。
劣
悪

な
環

境

で

、

障
害

を
持
っ
て

生

ま
れ

る

子

ど
も

も

多
い

。
水
頭

症
で

寝

た
き
り

の

、
５

歳
の
子

、
未
熟
児

で

、

血
を
吐

き
な

が
ら
死

ん

だ

子

。
子

ど

も
の
死
は

日

常
だ

。

ご
み

の

搬
入
が

な
く

な
っ
て

も
、

ご
み

拾
い
を

続
け

る
人

た

ち

。

彼
ら
は

、

ご
み

搬

入
を

要

求
す

る
デ
モ

も
始

め
た

。

信
じ

が

た
い
現

実

、
そ
れ

を

産
ん

だ
社

会
構
造
の

不

条
理

が

映
像

を
通
し
て

見

え
て

く
る

。

（

１
０
５

分
、
日

本
ユ

ネ
ス
コ

協
会

連
盟

、
オ
フ

ィ
ス
フ

ォ

ー

プ
ロ

ダ
ク

シ
ョ
ン

共
同

製
作

、

監
督

・
四
ノ

宮
浩

）

Ｈ
月

６
日

か
ら

、
東

京
都

写

真
美

術
館

ホ
ー
ル
で

、
ロ
ー

ド

シ
ョ

ウ
公

開
。
フ

ィ
ル

ム
レ
ン

タ
ル

も
行

う
。
ま

た

、
９

月
2
3

日
（
日

）
に

は

、
有
楽

町
朝

日

ホ
ー
ル

で

映
画
上

映
と

、

築
紫

哲
也

、
四
ノ

宮
監

督
ら

に
よ

る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
「

メ

デ
ィ
ア

と

被
写

体
」

が
開
か

れ

る
（
2
2

0
0

円

）
。

問
い

合

わ
せ
・：
オ
フ

ィ
ス
フ

ォ
ー

プ
ロ

ダ
ク
シ

ョ
ン
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し
ま
い
が
ち
。

同
社
で
は
、
8
9年
か
ら
低
塩

・
低
た
ん
ぱ
ぐ
質
・
低
リ
ン
・

低
カ
リ
ウ
ム
の
「
だ
し
わ
り
し

ょ
う
ゆ
」
を
発
売
、
病
院
給
食

な
ど
で
利
用
、
好
評
を
得
て
い

る
。
原
料
の
し
ょ
う
ゆ
か
ら
、

塩
分
と
カ
リ
ウ
ム
を
減
ら
し

、

数
種
の
だ
し
を
ブ
レ
ン
ド
。
一

般
の
濃
い

口
し
ょ

う
ゆ
に

比

べ
、
塩
分
・
タ
ン
パ
ク
質
を
約

半
分
、
リ
ン
を
約
‰
、
カ
リ
ウ

ム

を
約
１
／
1
0に

抑
え

て

い

る
。
今
回
の

リ
ニ

ュ

ー
ア
ル

で

、
原
料
を
見
直
し
、
塩
分
を

従
来
品
の
５
％

減
、
カ
ラ

メ
ル

色
素
を
使
わ
ず
し

ょ
う
ゆ
本
来

の

色
合

い
に

仕
上

げ
て

い

る

。

新

発

売

の

「
だ

し

わ

り

つ

ゆ

」
は

、
低

塩

・
低
た
ん

ぱ
く

質

・
低
リ

ン

・
低
カ
リ

ウ

ム
の

濃

縮
つ

ゆ
。
め

ん
つ

ゆ
の

他
に

な

く

、
鍋

、
お
で

ん
、

煮
物

な

ど

の
和

食
に
手

軽
に

使
え

る

。

水
で

６

倍
に

薄
め

、
め
ん

つ

ゆ

に
し

た

場
合

、
一

般
的
な

め
ん

つ

ゆ
に
比

べ
て

、

塩
分
約
２

／

５

、
た

ん

ぱ

く

質

約

、
‰

リ

ン

、
カ
リ

ウ
ム

を

約
％

に

抑
え

て

い
る

。

「
だ
し

わ
り

つ

ゆ
」
５
０

０

、・Ｅ
ｎ

入

り
７
０

０
円

、

「
だ
し

わ

り
し

ょ
う

ゆ
」

同
４
５

０
円

ほ

か

、
業
務

用
も

あ
る

（
価

格

は

、
参

考
価

格
）
。

問
い

合
わ
せ

…

キ

″
コ

ー

マ

ン

お
客

様
相

談
室

啻
0
3
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5
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2
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°
5
0
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1
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ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
、
同
じ
事
業

所
か
ら
２
人
の
大
に
来
て
も
ら

っ
て
い
る
。
複
数
チ
ェ
ッ
ク
を

行
う
こ
と
で

、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

る
程
度
防
げ
る
」
と
提
言
。

「
日
本
社
会
福
祉
上
会
」
会

長
の
杉
村
和
子
さ
ん
は
、
痴
呆

の
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
な
ど

を
対
象
と
し
た
「
成
年
後
見
制

度
」（
昨

年
４
月

施

行
）
と

共

に
、
社
会
福
祉
士
が
日

常
の
金

銭
管
理
を
代
行
す
る
「
地
域
福

祉

権
利
擁

護
事

業
」
の

浸

透

と
、
活
用
を
と
強
調
し
た
。

会
場
か
ら
は

、
「
ホ
ー
ム
へ

危
険
度
高
い
「
密
室
介
護
」

複
数
チ
ェ
ッ
ク
で
犯
罪
防
止

ル

パ

ー

の

質

の

違

い

が

目

立

つ

」
な

ど

、
利

用
者

の

苦
情
や

意

見

が
。
田

中
さ
ん

は

、
「
高

齢

者
の

た
め
の

施

設
を

選
ぶ

基

準

は

、
入

居

者
の
目

が

輝
い
て

い

る
か

、
会

話
は
あ

る
か

、
職

員
に

耳

を
貸

す
姿
勢

が
あ

る
か

な

ど
を
要

チ

ェ
ッ
ク

」
と

、
ア

ド

バ
イ
ス

。

講
演
で

、
樋

口
さ
ん

は

、「
犯

罪

防
止
は

密

室
介
護

に
し

な
い

こ

と

。
事
業

者
は

介
護
チ

ー
ム

の

動
き

を
常
に

把

握
し

、
ケ
ア

マ

ネ
は

あ
な

た
の

介
護
の

責

任

者
で

あ

る
と

、
お

年
寄
り

に

名

乗

る
な

ど

、
顔
の

見
え

る
関

係

作

り

を
心
掛

け

、
利

用

者
側

も

知
識

を
持

っ
て

対

処
し
よ

う
」

と

話
し

た

。

食事制限の人气おいしく

キッコーマン｢だしわりつゆ｣
｢－だしわりしょうゆ｣新発売

キ

″
コ

ー
マ
ン

株
式
会

社

は
、
人
腎
臓
病
で
食
事
制
限
を

し
て
い
る
人
で
も
美
味
し
く
味

わ
え
る
濃
縮
つ
ゆ
「
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
　
だ
し
わ
り
つ
ゆ
」
と
、

従
来
よ
り
発
売
の
「
－

だ
し

わ
り
し

ょ
う
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た

。

現
在
、
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
人
は
、
約
2
0万
人
、
今
後

も
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
腎
臓
病
の
場
合
、
塩
分
、

た
ん
ぱ
く
質
、
リ
ン

、
カ
リ
ウ

ム
の
摂
取
制
限
が
あ
り
、
一
般

に
市
販
さ
れ
て
い
る
調
味
料
で

は
、
使
う
量
が
制
限
さ
れ
、
食

事
は
味
気
な
い
も
の
に
な
っ
て

エ

ン
ジ
ヨ
ず

匸

白

滝

」

「
3
0年

前
の
日

本

市
場
と

は
大

き
く

変
わ

っ
た

」
・
：
イ

ン
ド

料
理

の
ア

ロ
上

フ
先

生

が
こ

う
話

さ
れ
て

い

る
よ

う

に

、
最
近

、
店

頭
で

は
、

従

来
の

カ
レ

ー
ル

ー
ば

か
り
で

な
く

、
多

国
籍
の

カ
レ

ー
の

素
や

ス
パ

イ
ス

類
が

た
く

さ

ん
出

回
り

、
売
り

場

も
広

く

設
け

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま

し
た

。
日

本
人

は

、
世
界
で

も

屈

指

の

カ

レ

ー

好

き

で

す

。
今
回

紹
介

す
る

カ
レ

ー

は

、
と
て

も
簡

単
で
ス

パ
イ

シ

ー
。
是

非

、
お
試
し

下

さ

い

。手

づ

く
り
カ
レ

ー
を
作

る

●･377 嵋

時
、
玉
ね
ぎ
を
１
時
間
も
か

け
て
炒
め
る
作
業
が
大
変
。

で
も
、
こ
の
カ
レ
ー
は

、
市

販
の
チ
キ
ン

ブ
イ
ヨ
ン
（

液

状
）
を
使
い

、
イ
ン
ド
カ
レ

ー
に
欠
か
せ
な
い
ス
パ
イ
ス

（

ク
ミ
ン

、
コ

リ

ア
ン

ダ

ー
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、
レ

ッ

ド
ペ
パ
ー
）
を
加
え
て
火
に

か
け
る
だ
け
。
こ
こ
で
使
っ

た
ス
パ
イ
ス
の
残
り
は

、
い

つ
も
の
カ
レ

ー
に
加
え
て
み

て
下
さ
い
。
ス
パ
イ
ス
の
プ

ラ
ス

ー
ワ
ン
効
果
で
、
ク
ッ

と
美
味
し
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
チ
キ
ン

ブ
イ
ヨ
ン
の
代

人日
は本

わ
り
に

、
ト
マ
ト
ス

ー
プ
を

使
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

「
作
り
方
」

①
鶏
肉
と
じ
ゃ
が
い
も
は

一
口
大
に
切
り
、
プ
チ
ト
マ

ト

は
粗
み

じ
ん
切

り
に

す

る
。②
厚
手
の
鍋
に

、
サ
ラ
ダ

油
、
ク
ミ
ン
シ
ー
ド
を
入
れ

て

熱
し

、
パ
チ
パ
チ
は
じ
け

ス パ イ ス を 効 か せ て 煮 る だ け

て
き
た
ら

、
鶏
肉
、
じ
ゃ
が

い
も
を
加
え
る
。

③
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、
タ
ー

メ
リ

ッ

ク
、
レ

ッ

ド

ペ
パ

ー
、
プ
チ
ト
マ
ト
、
チ
キ
ン

ブ
イ

ヨ
ン

、
水
、
塩

を

加

え
、
強
火
で

沸
騰
さ
せ
、
弱

ツとした口あたりでおかわり自在!!サ ラ

世
界
で
も
指
折
り
の
カ
レ
ー
好
き

火
で

約
3
0
分

煮
込

む

。

④

ガ
ラ

ム

マ

サ

ラ

を

加

え

、

さ

ら

に
１

時

間

煮

込

む

。⑤

パ
セ

リ
ラ

イ
ス

な

ど
を

添

え
て

、
で

き
上

が
り

。

（

資
料

提
供
・

ラ
イ

オ
ン

家
庭

科
学
研

究

所
／

料

理
指

導
・

園
田
匕

囗
子

）

髓
皿
朧
朧
座
席

鶏
肉
（
も
も
肉
）
３
０
０

气

じ
ゃ
が
い
も
２
個
、
チ

キ
ン
ブ
イ
ヨ
ン
（

缶
詰
）
１

缶
（
２
４
０

巴

、水
Ｉ
Ｕ

、

プ
チ
ト
マ
ト
1
0個
、
ク
ミ
ン

シ
ー
ド
（

ボ
ウ
ル
）
か
さ
じ

１

、
コ
リ
ア
ン

ダ
ー
（

パ
ウ

ダ
古

大
さ
じ
２
、
タ
ー
メ

リ
ッ
ク
（

パ
ウ
ダ
ー
）
小
さ

じ
气

レ
ッ
ド
ペ
パ
ー
（
パ

ウ
ダ
古

ふ
さ
じ
號
、
ガ
ラ

ム
マ
サ
ラ
小
さ
じ
Ｉ

、
塩
適

宜
、
パ
セ
リ
ラ
イ
ス
（

炊
き

上
が
っ
た
白
飯
に
ド
ラ
イ

ー

パ
セ
リ
を
混
ぜ
る
）
適
宣

．．．．．．・一一一一
賢
一一一一】ｔ

齟

瞑

＝
回

目

Ｅ

胆

一
目

彫

出

力

’
Ｗ

で

瘴

龍

催

椎

聊

９
　

月

▼

京

都
映
画

祭

2
3日

剛

～
3
0日

向
　

シ
ル

ク

ホ
ー
ル

、

京
都

朝
日

シ
ネ
マ

、

京
都

市
北

文
化
会

館

な
ど
市

内

８

ヵ

所
で

。

「
京
都

」
を
テ

ー

マ

に
し

た

映
画

を
国

内
外

か
ら

募
集

、
最

優
秀

作
品
に

京

都
市

が
助

成
す

る
京

都
シ

ネ
メ
セ

ナ

第
２

回
作
品

『
ア

イ

ー
ラ

ヴ

ー

フ

レ
ン

ズ
』（
主

演
・
：
忍
足
亜

希

子

）
は
じ

め

、

『
み

す

ご

呈

演

・
田
中

美
里

』
な

ど
今

秋
以

降
公

開
の

話
題

作

「
映
画

都
市

・
京

都
」

が

生

ん

だ

名

作

な

ど

。
問
合
せ

…

同
実

行
委

事
務

局

昔
０

７
５

・
２

１
３

一
４
４
‘Ｑ
Ｕ

０

０
丶

甲

７
５

・
２

１
３

。

▼

詩
と

お
囃

と

旅
芝
居

９７
］日

本
1
9
時

、
2
8
日

濔
1
4

時

、
1
9
時

テ

ィ
ア
ラ

こ

う
と

う
小

ホ

ー
ル

（

地
・

住
吉
駅

Ａ

４

出

口
４

分
）
　

１

部
：
山

本

太

郎
詩

集
よ
り
　

▽
２

部

…
風

雲
口
論

月

城
の

姫
君
と

忍

び
八

兵
衛

▽
３

部
・：
こ

と

ば
あ
そ

び

と
絵

遊

び
　

出

演
…
は

せ
み

つ

こ

、
飯
野

和
好
　

大
人

３
５

０

Ｏ
円
　

し小
学
３

年
生

～
大

学
生

3
0
0
0

円
申

込
み

・

問
合
せ

・
＝
チ

カ
ソ

シ
キ
｛
一一
0
3・
５
７

７

１

・
ｒ
Ｏ
Ｏ
（
Ｘ
）（
Ｘ
）

▼

仮
面

劇

『
王

サ
ル
ヨ

の

婚

礼
』

１

魔
緑

の
王

妃

2
8日
濔

～
1
0
月
８

日

㈲
※
時

間
等

問

合
せ
　

横
浜

港
新

港
埠

頭
ふ

ね

劇
場

「
フ

ロ
ー
テ

ィ
ン

ク

座
ワ

ー
ル
ド

」
　

前

売
り
4

0
0
0

円
、

当
日
4
5
0
0

円

問
合
せ

…
横

浜

ポ
ー
ト

シ
ア

タ

ー

昔
毳

㈲
Ｔ

４
５

・
２

４
１

・
Ｑ
Ｕ
Ｑ
り
叭
）１

▼

オ
パ
ー
ル

ー
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

「
越

後
の

古
刹
　

永

林
寺

と

奥
只
見

の
紅

葉
を

訪
ね

る

旅
」

1
4日

収
Ｈ
時
3
0
分
　

Ｊ

Ｒ
上

越

新
幹

線

「
浦
佐

」
駅
改

札

口

集

合

、
1
5日

㈲
1
5
時
こ
ろ

解

散

予

定
　
1
4
日

㈲
永

林
寺

・
佐

藤

憲

和
和

尚
の
講

話

、
大

湯
温

泉

泊

、
1
5日

剛

日
酒

蔵
・

越
後
玉

川
酒

造

の
見

学

、
奥
只

見
紅

葉

１

万
6
0
0
0

円

（
1
4
日
昼

食

、
宿

泊
費

、
現

地
で

の

移

動

費

）
　

申
込
み
・
・・
９

月
2
8
日
圄

ま
で
　

申
込
み

・
問
合
せ
・
：
才

パ

ー
ル

ー
ネ

ッ
ト
ワ

ー

ク
｛

。
0
3

゜
5
4
1
0

°
3
8
4
3

丶
隰

0
3・
５

４
１
０

・
3
8
4
4

▼

ド
イ
ツ

映

画
『
逢

い
た

く

て

ヴ

ェ
ニ
ス

』
上

映
会

2
9日

出
1
4
時
　

横
浜

女
性
フ

オ
上

フ
ム
（
Ｊ

Ｒ

、
垉

こ
戸
塚

駅
７

分
）
　

ウ

ェ
イ
ト
レ

ス

と

し
て

働

き
夫

を
支

え
て

き
た

エ

バ
は

、
ク

ビ
に

な

っ
た
上

、
夫

が
金
持

ち
の

キ

ャ
リ

ア

ウ
ー

マ

ン

と

ヴ

ェ

ニ

ス

に

浮

気

旅

行

に

。
こ

の
事

態
に

彼
女
は

大

胆

に

も

、
あ

っ
と
驚

く
作

戦
を

決

行

。

監
督

・
ビ

ビ
ア
ン

ー
ネ

ー

フ

ェ
（
9
8
年

・
9
3
分
）
　

予

約

一
前
売
1
0
0
0

円

、
当
日
1

3
0
0

円
　

申
込

み

・
問
合
せ

・：
同

所

啻
０
４

５

・
８
６

２

・


